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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送番組を、その放送局、放送日、及び、現実の世界に共通する絶対時刻により規定し
た放送時間、を特定可能な態様で記憶し、放送局、放送日、及び時刻、が指定されると、
記憶された番組のうち、当該指定される放送局で、当該指定される放送日の、当該指定さ
れる時刻に放送され記憶されていた番組を再生した再生信号を出力する機能を持つ記憶・
出力装置とともに用いられる出力制御装置であって、
　シーケンス情報を記憶するためのシーケンス情報記憶手段を含み、
　前記シーケンス情報は、
　再生されるべきストリームデータを放送した放送局、放送開始日時及び放送終了日時を
特定することによりストリームデータを特定する情報と、
　各々が、前記ストリームデータを特定する情報により特定されるストリームデータのう
ち再生すべき部分とそのシーケンスとを指定する、可変の数の再生部分指定部とを含み、
　前記可変な数の再生部分指定部の各々は、前記特定されたストリームデータのうち再生
すべき部分を当該ストリームデータが実際に放送された放送日及び絶対時刻により指定し
、
　前記出力制御装置はさらに、
　指定される番組の出力を開始するように前記記憶・出力装置に対して指示する出力開始
指示信号を、前記シーケンス情報記憶手段に記憶されたシーケンス情報の前記ストリーム
データを特定する情報に記述された放送局情報と、当該シーケンス情報に記載された前記
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可変な数の再生部分指定部の各々とを組合せて生成し、前記記憶・出力装置に対して与え
るための出力開始制御手段を含む、出力制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像若しくは音楽又はその双方をユーザに対して出力するストリーム出力装
置及びそれと共に用いられる情報提供装置に関する。特に本発明は、ストリームをユーザ
に対して出力するにあたり、ユーザの目的に合わせた順番及び構成でストリームを再構成
して出力することが可能なストリーム出力装置及びそのための情報提供装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル技術の発達とともに、従来はアナログ方式により処理されていた情報がデジタ
ル的に処理されることが多くなってきている。デジタルテレビジョン放送、いわゆるイン
ターネットによるウェブラジオ、ビデオストリーミング等がその例である。特に、ネット
ワーク上のサーバコンピュータに映画又は音楽等のデジタル情報を蓄積しておき、ネット
ワーク等を通じて順次クライアントコンピュータに送信することにより、クライアントで
そうしたデジタル情報を再生する技術が発展しつつある。そうした技術は一般的にストリ
ーミングと呼ばれる。
【０００３】
　また、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）技術の発達により、
映画１本分の映像と音声とを一枚のディスクに記録することが可能になった。これに伴い
、ＤＶＤを再生する装置も相当程度に普及している。さらに、ハードディスクの記憶容量
の劇的な増大等により、ＤＶＤのようなパッケージメディアのみならず、ストリーミング
により放送されたＴＶ（テレビジョン）番組等のコンテンツを大容量のハードディスクに
記録し、それを後に再生することができるような機器も普及しつつある。
【０００４】
　そうした装置の呼び方は様々である。アナログ技術を用いたものを含めて、例えばＶＴ
Ｒ（Ｖｉｄｅｏ　Ｔａｐｅ　Ｒｅｃｏｒｄｅｒ）、ハードディスクＶＴＲ、ＤＶＤプレー
ヤ、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）プレーヤ、及びメディアサーバ等と呼ばれるもの
が知られている。
【０００５】
　また、記録された映像及び音声を編集するための手段として、パーソナルコンピュータ
上で動作するソフトウェアが存在する。特に、最近になってハードディスクの容量が非常
に大きくなってきたこと、及び高性能なコンピュータが安価に入手できる様になったこと
により、家庭でこうした処理を行なうこともかなり一般的になっている。
【０００６】
　一方、プロフェッショナルが映像等を編集するための装置も数多く存在する。そうした
中で、後掲の特許文献１に記載した映像音声編集システムが提案されている。特許文献１
において提案されたシステムは、映像等に対して特殊な編集を行なう機能を備えたサーバ
と、ユーザが映像を編集するために操作するクライアント編集装置とを含む。素材データ
と編集機能とをサーバに集中させ、クライアントには編集操作機能だけを残す。ユーザが
映像等を編集するにあたり、特定の編集作業を行なおうとする場合には、その映像データ
をサーバに送信する。サーバでは、指定された編集作業を当該映像データに対して行ない
、その結果を元のクライアント編集装置に返信する。こうすることにより、各クライアン
ト編集装置にそうした編集作業を行なう機能を設けなくても、所望の機能を実現できる。
新しい種類の編集作業を追加する場合でも、サーバのみに追加すればよく、クライアント
編集装置の各々にそのための機能を追加する必要はない。
【０００７】
　また、ネットワークを利用していろいろな機器を接続し、いろいろな機器に分散するス
トリームを編集する装置及び方法が特許文献２に記載されている。この公報に記載された
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装置及び方法では、種々の機器に分散して保存されているストリームの素材を一箇所に集
め、圧縮したサブ素材を作成する。そして、このサブ素材を復号して再生し、モニタに表
示された映像を目視で確認しながら再生、巻戻し、又は早送り等を実行して、編集手続リ
スト（Ｅｄｉｔ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　Ｌｉｓｔ：ＥＰＬ）を作成する。このＥＰＬはＥ
ＰＬサーバに格納され、ネットワーク上に分散配置された、種々の編集処理を行なう複数
のグループによって読出される。各グループは、ＥＰＬにしたがって素材を編集したり、
検索可能な形式に変換したりして保存する。実際にこのコンテンツを再生するときには、
このＥＰＬの記述から、必要な素材を得る。
【０００８】
　この装置では、コンテンツの編集作業は、実質的にはＥＰＬを編集する作業により実現
される。ＥＰＬを編集する際には実際のコンテンツではなく、処理が軽くなる様に編集さ
れたサブ素材を用いることができるので、編集作業においてデータの送信のために装置又
は通信回線に掛かる負荷が小さくなる。ＥＰＬには編集素材及びフォーマットを指定する
情報が埋め込まれているため、編集実行にあたって追加の情報を必要としない。また、コ
ンテンツ形成装置の能力が低く、低品位の出力しか得られない場合であっても、高品位な
最終作品を得ることができる。
【０００９】
　また、ＤＶＤ－ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の情報記録媒
体に記録された情報を再生するためにプレイリストと呼ばれる情報を用いる技術が後掲の
特許文献３に記載されている。この公報に記載のシステムでは、情報記録媒体に記録され
た情報をどのような順番で再生するかをユーザが定義したユーザ定義再生経路情報Ｕ－Ｐ
ＣＧ（プレイリスト）をサーバにアップロードしておく。他のユーザが、ある記録媒体に
関してサーバにアップロードされているプレイリストをダウンロードして記録媒体に追記
することにより、この記録媒体に記録されている情報を、ダウンロードしたプレイリスト
にしたがった順序で再生することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００２－２３２８２７号公報
【特許文献２】特開２００２－３００５２３号公報
【特許文献３】特開２００２－３２５２２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　インターネット上の情報をユーザが利用する場合、典型的にはＷｏｒｌｄ　Ｗｉｄｅ　
Ｗｅｂ（以下「Ｗｅｂ」と呼ぶ。）と呼ばれるシステムを利用する。このシステムは、端
末装置からインターネットを経由してＷｅｂサーバ装置に接続し、そこから情報を転送し
て端末装置で表示又は再生するものである。
【００１２】
　この方式は、端末装置における操作が簡便であるため、よく普及した。しかし、一般的
に通信速度が十分でないため、高品位の動画をサーバ側で保有し、多数のユーザからのリ
クエストに応じて配信することは困難である。
【００１３】
　一方、放送システムでは、ハイビジョンまでの高品位の映像を一度に大量の視聴者に届
けることが可能である。さらに、記録媒体の記憶容量の増大に伴い、一つの記録媒体に多
数の番組が記録可能になることが想定される。動画と音楽とが混在して記録されているこ
ともあり得る。このような状況では、記録された番組の中から所望の番組を選ぶことのみ
ならず、その番組の中でも見たい部分だけを容易に選択して再生できるようになれば好ま
しい。
【００１４】
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　特許文献１又は特許文献２に記載された従来技術では、基本的に映像編集者が編集情報
を作成して編集を行なう。作成された編集情報は編集したユーザ自身を含めて特定のユー
ザのみが使用することが仮定されている。各機器はネットワークに接続されているが、ス
トリームデータが通信されるのはこれら固定された機器の間でのみであり、編集が行なわ
れるのもそうした固定された機器においてのみである。これらの編集を行なう機器はプロ
フェッショナル向けであり、そのために編集情報を作成する作業は技術及び時間を要する
。
【００１５】
　特に、特許文献２のＥＰＬは、特定の映像情報の編集を簡易化することを目的として作
成される。映像情報そのものの編集では装置の負担が大きいため、ＥＰＬに素材の映像情
報を簡略化したものを添付し、これら簡略化した映像情報を用いてＥＰＬの編集を行なう
。ＥＰＬはいわば映像情報の代替物であって、映像情報と独立したものではない。したが
って、ＥＰＬを用いてインタラクティブな処理を実現しようとする場合には、そのための
別の仕組みが必要となる。
【００１６】
　一方、通常のユーザは編集後のシーンだけを見ることを望んでいる。大相撲及びいわゆ
るプロ野球のダイジェスト番組がこの例である。これらは、いわゆるスポーツニュースと
呼ばれる番組で放送されることが多い。しかし、スポーツニュースは時間的に限られてお
り、野球でいえば、２時間以上にわたるゲームの内で、長くても数分しかダイジェストが
放送されない。また、スポーツニュースは予め定められた番組表にしたがって放送される
ので、いつでも視聴可能なわけではなく、スポーツニュースが放映される時間まで待たな
ければならない。コンシューマ向けの装置で、特許文献１又は２に記載のようなプロフェ
ッショナル向けの仕組みを実現したり、仮に実現してもそれを容易に操作できるようにす
るのは困難である。
【００１７】
　これに対して、ＤＶＤ－ＲＡＭ等はコンシューマ向けの商品である。そしてＤＶＤ－Ｒ
ＡＭという特定の記録媒体に記録された情報を再生するに際し、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録さ
れた番組に関する再生シーケンスを記述したプレイリスト情報をネットワークからダウン
ロードして同一のＤＶＤ－ＲＡＭに記録し、そのシーケンスにしたがって再生するものは
特許文献３により公知である。
【００１８】
　しかし、特許文献３に記載されたものは、ＤＶＤ－ＲＡＭという特定の記録媒体に記録
されている番組等を調べ、その番組に対応するプレイリスト情報をダウンロードするもの
である。したがって、ＤＶＤ－ＲＡＭが再生装置にセットされていなければプレイリスト
情報のダウンロードが行なえない。また、ＤＶＤ－ＲＡＭが再生装置にセットされていて
も、そのＤＶＤ－ＲＡＭに記録されている番組が何であるかが分からなければ、その番組
に関するプレイリスト情報のダウンロードは行なえない。例えば、番組の録画のみを予約
している段階では、将来必ずその番組に関する録画が行なわれることがわかっており、そ
の番組のプレイリスト情報が仮に作成されサーバにアップロードされていても、決してダ
ウンロードできないことになる。この様に、特許文献３に記載の技術では、番組等のスト
リームが既に記録されており、その内容がわかっていなければプレイリスト情報のダウン
ロードが行なえない。したがって、従来のプレイリストの利用は必ずしも手軽にできるも
のではなかった。
【００１９】
　しかし、プレイリスト情報を用いたストリームデータの再生において、そのようにプレ
イリスト情報の入手方法が利用者の環境に左右されるのは、利用者にとって煩雑であり好
ましくない。
【００２０】
　したがって、プレイリスト情報のような再生指示情報であって利用者の環境に左右され
ずに利用できるものを配信可能とするような装置が望まれている。
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【００２２】
　それゆえに、本発明の目的は、放送番組を記憶し、指示に応じて再生する記録・再生装
置とともに用いられる出力制御装置であって、利用者の環境に左右されずに、出力指示情
報を容易に生成可能とする出力制御装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の第１の局面に係る再生制御装置は、放送番組を、その放送局、放送日及び放送
時間を特定可能な態様で録画し、放送局と日時とを指定した所定の制御信号を受けると、
録画された番組のうち、指定された放送局で、指定された日時に放送されていたものに対
して所定の処理を実行する機能を持つ録画・再生装置とともに用いられる再生制御装置で
ある。この再生制御装置は、放送局情報と第１の日時とが記述された、番組の再生を指示
する再生指示情報を準備するための再生指示情報準備手段と、再生指示情報準備手段によ
り準備された再生指示情報に記述された放送局情報と、第１の日時とを用いて、指定され
た番組の再生を開始するように指示する制御信号を生成し、録画・再生装置に対して与え
るための再生開始制御手段とを含む。
【００２７】
　再生指示情報準備手段が再生指示情報を準備し、その再生指示情報に記述された放送局
情報と第１の日時とに基づき、再生開始制御手段が番組の再生を指示する制御信号を生成
し、録画・再生装置に対して与える。録画・再生装置は、放送局と日時とを指定した所定
の制御信号を受けると、録画された番組のうち、指定された放送局で、指定された日時に
放送されていたものに対して所定の処理を実行する機能を持っている。したがって、録画
・再生装置は、再生開始制御手段からの制御信号を受けると、その制御信号により指定さ
れた放送局で、指定された日時に放送されていたものがもしあれば、その録画されていた
番組に対して再生を開始する。再生指示情報準備手段が再生指示情報を準備するに際して
、録画・再生装置にどのような番組が録画されているかを調べることは必ずしも必要とさ
れない。ユーザは、録画・再生装置に録画されている番組に束縛されずに再生指示情報を
再生指示情報準備手段により任意の方法で取得することで、録画されている番組について
は簡単に再生指示情報にしたがった再生を開始させることができる。その結果、利用可能
なストリームに束縛されずに、番組等のストリーム再生に関する再生指示情報を容易に利
用可能とするストリーム出力装置を提供することができる。
【００２８】
　好ましくは、再生開始制御手段は、再生指示情報準備手段により準備された再生指示情
報に記述された放送局情報と、第１の日時と、再生開始を指示する所定のコマンドとを含
む制御信号を録画・再生装置に与えるための手段を含む。
【００２９】
　制御信号にコマンドを含ませる方式を採用することにより、他のコマンドによる制御も
可能になる。したがって、録画・再生装置に録画されている番組に束縛されずに再生指示
情報を再生指示情報準備手段により任意の方法で取得することで、録画されている番組に
ついては簡単に再生指示情報にしたがった再生を開始させることができるようになること
に加え、再生制御装置と録画・再生装置との間のインターフェースをより汎用的にするこ
とができ、より多様な処理も可能になる。
【００３０】
　より好ましくは、再生指示情報は、第１の日時と対になるように記載された第２の日時
をさらに含み、再生制御装置はさらに、再生開始制御手段により開始された番組の再生を
、第２の日時に対応する再生位置で終了するように指示する制御信号を生成し、録画・再
生装置に与えるための再生終了制御手段を含む。
【００３１】
　再生指示情報に第２の日時が含まれている場合、再生終了制御手段が、その日時に対応
する再生位置で再生を終了するように指示する制御信号を録画・再生装置に対し与える。
録画・再生装置は、この制御信号に応答して、もしもその番組を再生中であればその番組
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の再生を指定された日時に対応する再生位置で終了する。開始した番組の再生を任意の位
置で停止させるようにでき、再生指示情報によって番組に関する多様な再生シーケンスを
指定できる。
【００３２】
　さらに好ましくは、再生終了制御手段は、再生指示情報準備手段により準備された再生
指示情報に記述された放送局情報と、第２の日時と、再生終了を指示する所定のコマンド
とを含む制御信号を録画・再生装置に与えるための手段を含む。
【００３３】
　制御信号にコマンドを用いる方式を採用することにより、他のコマンドによる制御も可
能になる。したがって、録画・再生装置に録画されている番組に束縛されずに再生指示情
報を再生指示情報準備手段により任意の方法で取得することで、録画されている番組につ
いては簡単に再生指示情報にしたがった再生を開始又は終了させることができるようにな
ることに加え、再生制御装置と録画・再生装置との間のインターフェースをより汎用的に
することができ、より多様な処理も可能になる。
【００３４】
　再生指示情報準備手段は、所定のネットワークに接続され、再生指示情報をネットワー
クから取得するための再生指示情報取得手段を含んでもよい。
【００３５】
　好ましくは、取得するための手段は、再生指示情報が埋め込まれたリンク情報を有する
電子的な番組表を番組表の提供元の装置から取得して表示するためのブラウザ部と、ブラ
ウザ部により表示された電子的な番組表内の番組のうちのいずれかを選択するユーザの入
力を受けるための手段と、受けるための手段により受けた入力に応答し、当該入力によっ
て選択された番組に対するリンク情報に埋込まれた再生指示情報を、再生開始制御手段に
与えるための手段を含む。
【００３６】
　番組表をブラウザ部で表示した後、その中の任意の番組をユーザが指定すると、その番
組情報に対するリンク情報に埋込まれた再生指示情報が、再生開始制御手段に与えられる
。再生指示情報がリンク情報に埋込まれた番組表をユーザがダウンロードした後、ユーザ
がその番組表から任意の番組を選択すると、その番組に関する再生指示情報が再生開始制
御手段に与えられる。再生開始制御手段はこの再生指示情報にしたがって、録画・再生装
置に対して再生指示を与える。ユーザは、取得された再生指示情報が、録画・再生装置に
録画されたどの番組に対応するかとは無関係に、番組表から再生指示情報を選択できる。
その結果、再生指示情報を指定する情報である番組表をダウンロードした後に、その再生
指示情報が記録されているどの番組に対応するかの判定をユーザが行なう必要のない、ス
トリーム出力装置を提供できる。
【００３７】
　なお、番組表により、番組に関する付帯情報が表示される。ユーザは、この付帯情報を
見て、その内容によってその番組を選択するか否か判定できる。したがって、ユーザが再
生指示情報を得る際に、ストリームデータに関する付帯情報をユーザが容易に入手できる
ストリーム出力装置を提供できる。
【００３８】
　より好ましくは、電子的な番組表は、番組に対応する再生指示情報の取得の予約を行な
うための情報を含む。取得するための手段はさらに、いずれかの再生指示情報の取得の予
約を指定するユーザの入力を受けるための予約受付手段と、予約受付手段により入力され
た情報にしたがい、ユーザにより指定された再生指示情報の取得の予約のための所定の処
理を実行するための手段とを含む。再生制御装置はさらに、予約を行なうための情報にし
たがって、再生指示情報を予約するための処理を行なうための手段を含む。
【００３９】
　電子的な番組表に、再生指示情報の取得の予約を行なうための情報を含ませておく。予
約受付手段によっていずれかの再生指示情報の取得の予約の入力が行なわれると、指定さ
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れた再生指示情報の取得の予約のための処理が実行され、予約が行なわれる。仮に現在は
再生指示情報が利用可能でなかったとしても、それが利用可能となった時点でその再生指
示情報が取得できるような仕組みを設けることにより、その再生指示情報を間違いなく入
手できる。すなわち、現時点では作成されていない再生指示情報であっても、またそれが
録画・再生装置に録画されているか否かとは独立に、その再生指示情報を確実に入手でき
る。
【００４０】
　さらに好ましくは、取得するための手段は、ネットワーク上の所定のアドレスに保存さ
れているファイルを、当該アドレスから受信するための手段と、受信するための手段によ
り受信されたファイルの中から、再生指示情報を抽出するための手段とを含む。
【００４１】
　ネットワーク上の所定のアドレスに再生指示情報を含むファイルが保存されていること
が分かっていれば、そこからそのファイルを入手し、再生指示情報を抽出できる。例えば
電子メールのメールボックスのような、所定のアドレスに再生指示情報を共通に保存する
ことにすれば、そのアドレスにアクセスすることにより、所望の再生指示情報を入手でき
る。
【００４２】
　再生開始制御手段は、再生指示情報取得手段により取得された再生指示情報を解釈する
ことにより、当該再生指示情報により指定される番組の再生を行うためにユーザが操作す
べきグラフィカルユーザインタフェース部品を表示装置上に表示させるための手段と、グ
ラフィカルユーザインタフェース部品をユーザが操作したことを検知して、当該グラフィ
カルユーザインタフェース部品と関連付けられた再生指示情報に記述された放送局情報及
び第１の日時を用いて、指定された番組の再生を開始するように指示する制御信号を生成
し、録画・再生装置に対して与えるための手段とを含んでもよい。
【００４３】
　グラフィカルユーザインタフェース部品をユーザが操作すると、当該グラフィカルユー
ザインタフェース部品と関連付けられた再生指示情報から、録画・再生装置への制御信号
が生成され録画・再生装置に与えられる。グラフィカルユーザインタフェースという分か
りやすいインタフェースにより、容易に再生指示情報を選択できるようになる。
【００４４】
　好ましくは、再生指示情報は、各々が当該再生指示情報に関連する番組の部分的な再生
箇所を指定する、複数の一部再生指示情報を含むことがある。複数の一部再生指示情報の
各々は、番組の放送局情報と、第１の日時と、第２の日時との記述を含む。再生指示情報
は、複数の再生指示情報の全体に対するタイトル情報を含む。再生制御装置はさらに、当
該再生指示情報に含まれるタイトル情報と、複数の一部再生指示情報の各々により指定さ
れた箇所の再生を開始するためにユーザが操作すべき、複数のグラフィカルユーザインタ
フェース部品とを表示装置上に表示するための手段と、表示するための手段により表示さ
れたグラフィカルユーザインタフェース部品のいずれかがユーザにより操作されたことに
応答して、当該操作されたグラフィカルユーザインタフェースに対応する一部再生指示情
報内の放送局情報及び第１の日時を用いて、指定された番組の、指定された箇所の再生を
開始するように指示する制御信号を生成し、録画・再生装置に与えるための手段とを含む
。
【００４５】
　番組の複数の部分の内の任意の領域を再生させるための再生制御信号が、グラフィカル
ユーザインタフェースで実現される。ユーザは、グラフィカルユーザインタフェース部品
のいずれかを選択することで、その部品に対応した領域の再生を録画・再生装置に指示す
ることができる。
【００４６】
　より好ましくは、再生指示情報は、当該再生指示情報により指定される番組のジャンル
を記述するジャンル情報を含む。再生指示情報準備手段は、ジャンル情報に基づいて再生
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指示情報を検索するための手段を含む。
【００４７】
　さらに好ましくは、第１の日時は、所定の標準時からの時差を含む時刻情報であり、再
生開始制御手段は、所定の標準時から再生制御装置と関連付けられた時刻への換算を行な
って録画・再生装置を制御する際に使用する。
【００４８】
　好ましくは、再生開始制御手段は、再生指示情報準備手段により準備された再生指示情
報に記述された放送局情報により指定される放送局で、第１の日時に放送されていたもの
が録画・再生装置に録画されているか否かを判定するための手段と、判定するための手段
により、録画・再生装置に、該当する番組が録画されていると判定されたことに応答して
、当該番組の再生を第１の日時に相当する箇所から開始するように録画・再生装置を制御
するための手段とを含む。
【００４９】
　本発明の第２の局面に係るコンピュータプログラムは、録画・再生装置とのインターフ
ェースを有するコンピュータにより実行されると、当該コンピュータを上記したいずれか
の再生制御装置として動作させる、コンピュータプログラムである。録画・再生装置は、
放送された番組を、その放送局、放送日及び放送時間を特定可能な態様で録画し、放送局
及び日時を指定した所定の制御信号を受けると、記録された番組のうち、指定された放送
局で、指定された日時に放送されていたものがあれば、当該番組を再生する機能を持つ。
【００５０】
　本発明の第３の局面に係る録画・再生システムは、放送番組を、その放送局、放送日及
び放送時間を特定可能な態様で録画し、放送局及び日時を指定した制御信号を受けると、
録画された番組のうち、指定された放送局で、指定された日時に放送されていたものを再
生する機能を持つ録画・再生装置と、放送局情報と第１の日時とが記述された、録画の再
生を指示する再生指示情報を準備するための再生指示情報準備手段と、再生指示情報準備
手段により準備された再生指示情報に記述された放送局情報と、第１の日時とを指定した
制御信号を録画・再生装置に与えて、指定された番組の再生を開始するように録画・再生
装置を制御するための再生開始制御手段とを含む。
【００５１】
　好ましくは、再生指示情報は、第１の日時と対になるように記載された第２の日時をさ
らに含み、録画・再生システムはさらに、再生開始制御手段により開始された番組の再生
を、第２の日時に対応する再生位置で終了するように録画・再生装置を制御するための再
生終了制御手段を含む。
【００５２】
　より好ましくは、再生指示情報準備手段は、所定のネットワークに接続され、再生指示
情報をネットワークから取得するための再生指示情報取得手段を含む。
【発明の効果】
【００５３】
　以上のように本発明によれば、利用可能なストリームとは必ずしも関係なく、番組等の
ストリーム出力に関する出力指示情報を容易に利用できる。例えば、大容量記憶装置など
に記憶されているストリームについても、それらの内容を確認することなく、単に出力指
示情報を用いて番組の出力を指示するだけで、記憶・出力装置に対して出力の指示を与え
ることができる。したがって、利用可能なストリームに束縛されずに、番組等のストリー
ム出力に関する出力指示情報を容易に利用可能とする出力制御装置を提供できる。
【００５４】
　また、番組表等に出力指示情報を埋め込むことにより、番組表をダウンロードした後に
、その番組表内のどの番組が、記憶されているどの番組に対応するかをユーザが判定する
ことなく、単に番組表の中から所望の番組を選択するだけで、記憶・出力装置に対してそ
の番組の出力開始を指示する信号が与えられる。したがって、出力指示情報を指定する情
報をダウンロードした後に、その情報が記憶されているどの番組に対応するかの判定をユ
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ーザが行なう必要のない、出力制御装置を提供することができる。また、番組表に出力指
示情報を埋込んでおくことで、ユーザは、番組に関する付帯情報を番組表の形で容易に入
手できる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】第１の実施の形態に係るシステムの全体構成を模式的に示す図である。
【図２】第１の実施の形態に係るシステムの全体の動作を模式的に示す図である。
【図３】ストリームデータとシーケンス情報との関連を模式的に示す図である。
【図４】第１の実施の形態に係るストリーム出力装置のブロック図である。
【図５】番組表とシーケンス情報と間の関係を模式的に示す図である。
【図６】第１の実施の形態におけるシーケンス情報の例を模式的に示す図である。
【図７】第１の実施の形態におけるシーケンス情報提供装置のブロック図である。
【図８】第１の実施の形態に係るストリーム出力装置を実現するコンピュータのブロック
図である。
【図９】図８に示されるコンピュータにより実行される、第１の実施の形態に係るストリ
ーム出力装置５０を実現するためのプログラムの制御構造を示すフローチャートである。
【図１０】インターネットの情報とストリームの映像とを結合して表示するシーケンスの
一例を示す概念図である。
【図１１】ストリームと付加的な情報とを結合して表示する機能をさらに有するストリー
ム出力装置２５０のブロック図である。
【図１２】付加的な情報を結合させるための情報を含むシーケンス情報の例を示す図であ
る。
【図１３】ユーザがダイジェストと本編を切替えながら出力する操作を行なうためのリモ
ートコントローラの一例を示す外観図である。
【図１４】ユーザが図１３に示す各キーを押した際に表示されるシーケンスの概略を示す
図である。
【図１５】複数の放送チャネルによって、同一の事象の映像が同一の時刻に放送される場
合の番組表の一例を示す図である。
【図１６】図１５に示す例に対応するシーケンス情報の一例を示す図である。
【図１７】放送チャネルの指定がないシーケンス情報に基づいてストリームを検索し、選
択する処理を実行するプログラムの制御構造の一例を示すフローチャートである。
【図１８】図１７に示すステップ１２０６で実行される検索処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【図１９】第２の実施の形態に係るシステムの全体構成を模式的に示す図である。
【図２０】第２の実施の形態に係る端末装置２６０のブロック図である。
【図２１】第２の実施の形態に係る端末装置２６２のブロック図である。
【図２２】第３の実施の形態に係る端末装置３４０のブロック図である。
【図２３】第３の実施の形態で用いられるストリーム情報及びアドレス付加情報の例を示
す図である。
【図２４】第４の実施の形態に係る端末装置３８０のブロック図である。
【図２５】第４の実施の形態におけるブラウザ出力とストリーム出力例を模式的に示す図
である。
【図２６】第４の実施の形態に係る端末装置３８０を実現するためのプログラムの制御構
造を示すフローチャートである。
【図２７】第５の実施の形態に係るシーケンス情報の例を示す図である。
【図２８】第６の実施の形態に係るシステムの全体像を示す図である。
【図２９】第６の実施の形態に係るサーバ装置の機能ブロック図である。
【図３０】シーケンス情報送信処理部５１８の機能ブロック図である。
【図３１】検索処理部５１６の機能ブロック図である。
【図３２】課金処理部５２０の機能ブロック図である。
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【図３３】シーケンス情報の例を示す図である。
【図３４】シーケンス情報の例を示す図である。
【図３５】シーケンス情報の例を示す図である。
【図３６】番組表ページの一例を示す図である。
【図３７】番組表ページの一例を示す図である。
【図３８】課金先テーブル５８４の一例を示す図である。
【図３９】サーバ装置４８０のハードウェアブロック図である。
【図４０】サーバ装置４８０で実行されるプログラムのフローチャートである。
【図４１】番組表ページ処理のフローチャートである。
【図４２】ユーザコンタクト情報登録処理のフローチャートである。
【図４３】ユーザ指定番組記憶処理のフローチャートである。
【図４４】検索処理のフローチャートである。
【図４５】シーケンス情報送信処理のフローチャートである。
【図４６】課金処理のフローチャートである。
【図４７】第６の実施の形態に係るシステムの動作を示すフローチャートである。
【図４８】第６の実施の形態に係るシステムの動作及び画面の表示例を示す図である。
【図４９】第６の実施の形態に係るシステムの動作及び画面の表示例を示す図である。
【図５０】第６の実施の形態に係るシステムにおいて、検索処理実行時に端末装置におい
て表示される検索画画面を模式的に示す図である。
【図５１】検索結果画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５６】
　＜第１の実施の形態＞
　以下、本発明の第１の実施の形態に係るストリーム出力装置を説明する。なお、以下に
説明するストリーム出力装置は、ネットワークに接続されていることが想定されている。
しかし、ストリーム出力装置がネットワークに接続されていることは必須ではなく、例え
ばメモリカード等の記憶媒体を用いてシーケンス情報を取得可能な装置でもよい。また、
以下に説明するストリーム出力装置では、ストリームデータとして主にテレビ映像が想定
され、ストリーム出力装置からの出力先となる装置として、ＴＶモニタが想定されている
。しかし、ストリームデータの形式はテレビ映像に限定されない。この場合、出力先とな
る装置は、当該ストリームデータの内容を表現するために妥当な機器であるものとする。
例えばストリームがラジオの音声である場合、出力先の装置は、スピーカ又はイヤホン等
であってもよい。
【００５７】
　図１に、本実施の形態に係るストリーム出力装置を含むシステムの全体の概念図を示す
。図１を参照して、このシステムは、ストリームをネットワーク又は電波等の送信媒体を
通じて送信するストリーム送信装置３０と、ストリームに関する後述するシーケンス情報
を記憶し、要求に応じてこのシーケンス情報を配信する機能をもつシーケンス情報提供装
置３２と、ストリーム送信装置３０からのストリームを地上波、衛星放送、ケーブル放送
、又はインターネットを介したストリーム送信等により放送するストリーム放送局３４と
、ユーザがストリームを見るために用いる端末装置３８とを含む。端末装置３８及びシー
ケンス情報提供装置３２は、共にインターネット３６に接続されている。
【００５８】
　端末装置３８は、ストリーム放送局３４を介してストリーム送信装置３０から送信され
るストリームを受信可能で、かつインターネット３６を介してシーケンス情報提供装置３
２に記憶された任意のシーケンス情報を取得可能な、本実施の形態に係るストリーム出力
装置５０と、ストリーム出力装置５０からのストリーム及びシーケンス情報提供装置３２
から取得したシーケンス情報をユーザに提示するためのＴＶモニタ５２と、ストリーム出
力装置５０を操作するためのリモートコントローラ５４とを含む。
【００５９】
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　ストリーム出力装置５０は、ストリーム放送局３４を介して受信したストリームを記憶
するための記憶媒体６０を含む。リモートコントローラ５４は、代表的には赤外線リモー
トコントローラ又は携帯電話である。
【００６０】
　ストリーム出力装置５０の詳細なブロック図は図４以降に示す。
【００６１】
　図２に代表的な動作手順の概念図を示す。ここでは、ストリーム出力装置５０に第１の
ストリーム８０Ａ、第２のストリーム８０Ｂ、及び第３のストリーム８０Ｃが記憶され、
ネットワークによりストリーム出力装置５０と通信可能な他の機器８２に第４のストリー
ム８０Ｄが記憶されているものとする。ストリーム出力装置５０と通信可能な第１、第２
、及び第３のシーケンス情報提供装置３２Ａ、３２Ｂ、及び３２Ｃにシーケンス情報が記
録されているものとする。
【００６２】
　ストリーム出力装置５０のユーザからのトリガに基づき、シーケンス情報提供装置３２
Ａ、３２Ｂ、及び３２Ｃのうちでユーザに指定されたものにアクセスする。ここでは、シ
ーケンス情報提供装置３２Ｂが指定されたものとする。次に、このシーケンス情報提供装
置３２Ｂから、ユーザにより指定されたシーケンス情報７０をストリーム出力装置５０に
ダウンロードし記憶装置に格納する。シーケンス情報７０に記載されている情報と当該機
器が取得可能なストリームとのマッチングを取り、シーケンス情報７０にしたがったスト
リーム再生を行なうために必要なストリームをストリーム８０Ａ～ストリーム８０Ｄから
自動的に選択する。必要であれば、ネットワークを介してこのストリームを取得する。そ
して、シーケンス情報に基づきストリームの一部又は全部を外部ＴＶモニタ（５２）へ出
力する。
【００６３】
　図３は、ストリームとシーケンスとの関係の一例を示す概念図である。まず、ステップ
１では、ストリーム出力装置５０は、図１に示すストリーム送信装置３０から送られてき
たストリームをローカルに記録する。この記録は、シーケンス情報の取得とは別のときに
行なわれても良い。ＤＶＤ等のパッケージメディア又はユーザが自ら撮影したビデオ映像
の場合は、ストリームが記憶されているメディアをセットし、必要に応じてローカルの記
憶媒体にコピーする。このとき、ストリーム出力装置５０は、メディア情報、チャネル情
報、又は放送時間情報等のストリームソース情報も同時に記憶する。図３に示す例では、
チャネル１のストリーム９０を取得（記録）し、それ以降の時間にチャネル２のストリー
ム９２を取得したことを示している。ここではまた、ストリーム９０はストリーム部分Ａ
、Ｂ、及びＣを含み、ストリーム９２はストリーム部分Ｄ、及びＥを含むものとする。
【００６４】
　ステップ２では、ユーザのトリガにより、シーケンス情報提供装置３２Ｂからシーケン
ス情報７０を取得する。ここでは、ストリームを取得した後にシーケンス情報を取得する
。
【００６５】
　ステップ３では、取得されたシーケンス情報７０に基づき、記録されたストリーム９０
及び９２の一部を連続して出力する（９４）。例えば、ストリーム９０が野球放送であり
、ストリーム９２がスポーツニュースであるとき、野球のハイライトシーン（部分Ａ、Ｂ
、Ｃ）と、スポーツニュースの対応部分の解説（Ｄ、Ｅ）とが連続して出力される様にシ
ーケンス情報７０を作成しておけば、ユーザはこのシーケンス情報７０を選択することに
より上記した順番でストリームを見ることができる。
【００６６】
　すなわち、本実施の形態によれば、すでに記録されたストリーム情報とは独立に取得さ
れたシーケンス情報を用いて、再生時にストリームを編集することが可能になる。例えば
サッカーのゲームに関する放送のストリームを記憶し、別のダイジェスト情報配信業者か
らゲームのダイジェストシーンのみを選択して再生するよう作成されたダイジェストシー
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ケンス情報を取得すると、サッカーゲームのダイジェストを再生することが可能になる。
【００６７】
　このようなシーケンス情報を提供する提供者は複数あってもよい。ユーザ側が提供者の
サーバアドレスを指定することで、ユーザが好むサーバからシーケンス情報が取得できる
。シーケンス情報の取得出来るアドレス、又はシーケンス情報そのものを電子メールで配
信してもよい。また、リムーバブルメディアに記録したシーケンス情報を郵送等により配
送してもよい。また、提供者は、シーケンス情報を文字列又は２次元バーコード等印刷可
能な形式で記録し、これらを印刷した印刷物をユーザに配布してもよい。この様にすると
ユーザは、ＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ）装
置又はバーコードリーダ装置等を用いて、これらの印刷物からシーケンス情報を読取り、
読取ったシーケンス情報をストリーム出力装置５０に与えることができる。
【００６８】
　図４に本実施の形態に係るストリーム出力装置５０のブロック図を示す。ストリーム出
力装置５０は、ストリーム情報を記憶するストリーム情報記憶部１００を含む。ストリー
ム情報とは、ストリーム出力装置５０に記録したストリームを特定するための情報をいう
。アナログ放送の場合には放送チャネル、地域情報、記録開始時間、又は記録終了時間等
の情報を含む。デジタル放送では、これら情報に加えてさらに付随的なデータを含むこと
が一般的である。例えば、ストリームに付随して送信されるデータである。放送とは別に
ネットワークにアクセスして情報を得ることも可能である。例えば、放送の予約録画の便
宜のために電子的な形で配信される番組表等を用いることもできる。ＤＶＤ等のパッケー
ジメディアの場合には、パッケージメディアの固有の識別情報でストリームを特定するこ
とができる。
【００６９】
　ストリーム出力装置５０はさらに、インターネット等のネットワークを介して他の機器
と通信を行なうネットワーク部１０４と、ネットワークで接続されている機器からシーケ
ンス情報を取得するシーケンス情報取得部１０６と、シーケンス情報に含まれるストリー
ム情報とストリーム情報記憶部１００に記憶されたストリーム情報とを比較して、ストリ
ームを自動的に選択するストリーム選択部１０８と、取得されたシーケンス情報にしたが
い、記憶されたストリーム情報を読出し、出力を制御するシーケンサ部１１０と、ユーザ
がシーケンス情報やシーケンス情報を取得する外部機器等を選択するためのユーザインタ
フェース部１０２と、ストリームをシーケンサ部１１０からの指示に応じて読出すストリ
ーム読出部１１２とを含む。
【００７０】
　ここでの「読出」とは、時刻又は時間情報をキーに、所望のストリームの、所望の位置
からデータを取得することをいう。例えばＶＴＲの様にテープを使うデバイスであっても
ポジションを外部から指定できるものであれば、この様に所望の位置からデータを取得す
ることができる。ストリーム自体がネットワークを通じて通信可能な別の装置に記憶され
ていてもよい。例えば、デジタルバス技術であるＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　
Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）１３９４
とＡＶ／Ｃ（Ａｕｄｉｏ－Ｖｉｄｅｏ／Ｃｏｎｔｒｏｌ）コマンドとを利用すれば、バス
で接続された装置に対してタイムコードを指定した早送りが可能であり同様のことが実現
可能である。ＤＶＤ及びハードディスク等ランダムアクセス可能なメディアに蓄えられた
ストリームについては、ストリーム全体が断片的に記憶されて、それらの位置情報をディ
レクトリや管理ファイルの形式で管理している場合がある。これらの場合には、ストリー
ム情報で指定されている時間のストリームを得るために管理情報に基づいた時間から実ポ
ジションへの変換処理が必要であるが、この処理に関してはどのような手法をとっても構
わない。その変換処理に時間を要する場合には、ストリーム切替時に途切れが生じない様
に、ストリームの再生開始前にすべてのストリーム開始位置の変換処理を済ませることが
望ましい。もちろん、ネットワーク上に存在していて、ストリーム開始時間や開始ポジシ
ョン情報を含んでアクセスできるストリームであってもよい。
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【００７１】
　ストリーム出力装置５０はさらに、ストリームを記憶するストリームデータ記憶部１１
４を含む。ストリームデータ記憶部１１４に記憶されているストリームの各々は、ストリ
ーム情報記憶部１００に記憶されたストリーム情報と対になっている。ストリーム情報を
用いて実際のストリームデータを選択できる。
【００７２】
　ストリーム出力装置５０はさらに、ストリームをＴＶモニタ５２に出力するストリーム
出力部１１８と、外部機器を指定するためのアドレスを作成するアドレス作成部１１６と
を含む。このアドレスはＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉ
ｅｒ）又はＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）であることが
多いが、それに限定されるわけではない。
【００７３】
　図５に本実施の形態のストリーム出力装置５０においてユーザにシーケンス情報を選択
させる場合の表示例を示す。この例では、電子的な番組表にシーケンス情報を対応させて
いる。この例では、複数の放送チャネルにおける複数の番組のうち、ダイジェストを構成
するシーケンス情報が準備されているものに対して、番組表示に「ｉＤｉｇｅｓｔ」とい
うボタン１３０を表示し、このボタンからその番組のシーケンス情報へのリンクを張って
いる。
【００７４】
　ボタン１３０を押すと、図５の下段に示すような出力が得られる。図５の上段に示した
「プロ野球　大阪ブルズ対東京ボンバーズ」という番組に対して複数の種類のシーケンス
情報が存在するものとすると、図５の下段に示す様に、さらにそれらのシーケンス情報の
うちどれを選択するかについての選択画面が表示される。この画面には、シーケンス情報
の内容を表わす見出し１４０と、そのシーケンス情報へのリンクを提供するボタン１４２
とがシーケンス情報ごとに対になって表示される。ボタン１４２を押すことにより、対応
するシーケンス情報が取得される。
【００７５】
　この様に番組情報に対応した形でシーケンス情報を提供することにより、異なる番組の
ダイジェスト（シーケンス情報）を統一した形で得ることができる。また、一つの番組に
対し複数のシーケンス情報が存在するときにも、元の番組とそれら複数のシーケンス情報
とを対応付けて提供し、さらにその複数のシーケンス情報の中から一つのシーケンス情報
を選択させることで、一つの番組に対する種々の編集結果を統一した形でユーザに提供で
きる。
【００７６】
　図６にシーケンス情報の例を示す。このシーケンス情報は、テキストファイル形式であ
り、かつインターネット上でＨＴＴＰ（Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）により提供されるファイルの形式を有している。先頭行はコンテンツタイ
プを示す行である。ここでは、コンテンツタイプとして「application/x-tv-digest」を
指定するものとする。「charset＝shift_jis」はこのファイルの文字コードがシフトＪＩ
Ｓによるものであることを示す。
【００７７】
　２行目はシーケンス情報のタイトルを示す。このタイトルはシーケンス情報提供者が付
けるものであり、ユーザがシーケンス情報を選択するときに参考にするものである。ここ
に示す例では、タイトルは、このシーケンス情報がサッカー「日本代表対世界選抜」とい
うゲームのダイジェストを５分で再生するものであることを示している。このほかにも、
５分、１０分、特定選手の活躍のハイライトシーン、等複数の種類のシーケンス情報を用
意することができる。
【００７８】
　３行目の「program title」の項目は、ストリームのタイトルを示す。アナログ放送を
記録した場合等はタイトルが取得できない場合もあるが、デジタル放送の場合、又はイン
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ターネット等から電子的な番組表で放送を予約した場合等はタイトルの取得が可能である
。図６に示す例ではアナログ放送を想定しており、このタイトルはついていない。
【００７９】
　４行目～７行目の「date」、「start」、「end」、及び「channel」の項目は、それぞ
れこのシーケンス情報に対応する番組が放送された日、放送の開始時刻、終了時刻、及び
その番組が放送されたチャネルに関する情報を示す。この例では、チャネルを示す情報と
して、「osaka/tv３」と「tokyo/sportstv」とが記載されている。前者は、この番組が大
阪ではｔｖ３で表される放送局で放送されたことを示し、後者は、この番組が東京ではｓ
ｐｏｒｔｓｔｖという放送局で放送されたことを示している。
【００８０】
　一般に、放送の場合には地方により異なる番組が放映される。放送局の構成も様々であ
る。一方、シーケンス情報は、インターネット等を通じて全国どこからでも同じ情報を取
得できる。そのため、シーケンス情報に基づいて、ユーザが記録した放送番組のダイジェ
ストを再生しようとする場合には、そのような地方による番組の相違を考慮してシーケン
ス情報を作成しておく必要がある。この例に示す様に地域ごとの指定があると、シーケン
ス情報に対応する番組を正しく特定できる。これらの情報の一部又は全部は、ストリーム
出力装置５０に記憶されているストリーム情報とシーケンス情報７０とのマッチングを取
るために使用される。
【００８１】
　これらの情報の一部又は全部は、端末側で記憶されているストリーム情報（タイトル、
チャネル、記録時間等）とのマッチングを取り、シーケンス情報に記載されたストリーム
を選択するために使用される。さらに、地方により異なる時間で放映される可能性がある
ので、地方によって異なる時間を並列して記述し、端末側では適したもののみ使用する様
にすることが望ましい。
【００８２】
　時刻は世界的にサービスされるものであれば、グリニッジ標準時を基準とした時刻で表
記されることが望ましい。インターネットでは例えば、日本でのローカル時間を「Ｗｅｄ
，１９　Ｆｅｂ　２００３　１９：０９：２３＋０９００」等と表わすことがあるが、こ
れはグリニッジ標準時から９時間進んでいることを示す。
【００８３】
　パッケージメディアでは、そのパッケージに含まれるストリームを示す固有のＩＤ（識
別情報）がシーケンス情報に含まれることが望ましい。パッケージメディアの場合には、
放送の時間やチャネルを含まなくてもよい。
【００８４】
　また、図６には示していないが、本実施の形態では、７行目の「channel 」の行にＵＲ
Ｌを記載した場合には、ストリーム出力装置５０は、このシーケンス情報を解析してスト
リームを出力するときに、ストリーム出力装置５０に記憶されたストリームではなく、ネ
ットワークを通じて当該ＵＲＬにより特定されるストリームデータを取得する。世界中に
分散するストリームを所定のシーケンスで出力することを指示するシーケンス情報を作成
することで、ユーザのストリーム出力装置５０が新たなコンテンツを編集・作成し出力す
ることが可能になる。この様に、本実施の形態の装置では、外部機器から取得した情報と
ストリームデータとの出力時の組合せ方を、シーケンス情報として保持しておき、このシ
ーケンス情報により示される組合せ方にしたがって、ストリームデータの出力と外部機器
から取得した情報とを出力する。
【００８５】
　図６中、８行目と９行目、及び１０行目と１１行目とは、それぞれ「digest_start」及
び「digest_end」という対を形成している。この組は各々、この前の行までの情報により
特定されたストリームデータのうち、再生を行なう部分の最初と終わりとを、ストリーム
データの記録時刻又は放映時刻により示している。この組が複数存在することで、一つの
ストリームデータのうち、互いに離れた複数のシーンを接続して出力することが可能にな
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る。
【００８６】
　「digest_start」は開始点の情報であり、必須の情報である。一方、「digest_end」は
終了点の情報であり、必ずしも必要でない。「digest_end」が存在しない場合、次の「di
gest_start」が現れる所、又は当該ストリームの最後を終了点とみなせばよい。
【００８７】
　なお、放送の場合には、通常は、この例の様に絶対時刻での指定となる。しかし、パッ
ケージメディアの様に絶対時刻の概念がないものは、ストリームの最初からの相対時間等
、所定の基準時からの相対時間で記載することが望ましい。放送の様に、絶対時刻の概念
があるものでも、ストリームをＩＤ又は名前等によって個別に特定することが可能である
場合、パッケージメディアの場合と同様に相対時間で記載することも可能である。再放送
若しくはタイムシフト放送、又はオンデマンド型のストリーム配信等、同一内容の放送が
異なる時間帯に放送されるストリームである場合、相対時間で記載することが望ましい。
【００８８】
　この様に、シーケンス情報は、基本的にはストリームを指定する情報と、ストリーム開
始時間及び終了時間を指定する情報とからなる情報である。そのため、シーケンス情報の
記録には、多くの情報量を必要としない。よって、編集されたストリームを送受信するよ
りも、極めて少ない通信負荷で、ユーザにダイジェストを配信することができる。また、
シーケンス情報を格納し、蓄積しておくことも容易である。さらにシーケンス情報は、ス
トリームを指定する情報とストリーム開始時間及び終了時間を指定する情報とからなる単
純な情報であるため、個人ユーザがシーケンス情報を製作することも容易である。
【００８９】
　シーケンス情報は、個人が製作することも可能な情報であるため、個人がシーケンス情
報を制作し、インターネット上に公開することもあり得る。そこで、シーケンス情報の中
に、ユーザが所望のシーケンス情報を探す際に参考となる情報として、シーケンス情報に
関するプロパティ情報を記載しておいてもよい。プロパティ情報には、元番組のタイトル
、若しくはジャンル、又は元番組の原作者名、著作権者名、若しくは出演者名等が記載さ
れることが想定される。ユーザは、これらのプロパティ情報を元にインターネット上でシ
ーケンス情報を選ぶことが可能となる。そのため、所望のシーケンス情報を取得するのが
容易になる。また、インターネット上で一般的に利用されているいわゆる検索エンジンに
は、インターネット上で公開されている情報に含まれる単語を自動的にインデックス化し
て登録するものがある。プロパティ情報がこのような検索エンジンに登録されると、登録
されたプロパティ情報を元にシーケンス情報を検索することが可能となる。
【００９０】
　さらに、シーケンス情報によって定義される各シーンに関する情報を記載してもよい。
シーケンス情報を受信したストリーム出力装置５０は、そのプロパティ情報を元にシーケ
ンス情報を整理することが可能になる。そのため、例えば、あるストリームに対してどの
ようなシーケンス情報があるかを、ユーザに提示することが可能になる。また例えば、あ
るストリームを消去するときに、不要になるシーケンス情報を検出して消去することも可
能になる。
【００９１】
　図７に図１のシーケンス情報提供装置３２のブロック図を示す。シーケンス情報提供装
置３２は、外部の端末（図１のストリーム出力装置５０）と通信を行なうネットワーク部
１５０と、ストリーム出力装置５０からのリクエストに応答するために全体の制御を行な
う制御部１５２とを含む。インターネットのウェブページの場合、通常ＨＴＴＰプロトコ
ルが用いられる。受信したＵＲＬを解釈して指定されたコンテンツを送信するというのが
代表的な例である。
【００９２】
　シーケンス情報提供装置３２はさらに、各種コンテンツを記憶するページ記憶部１５４
を含む。ページ記憶部１５４はさらに、番組表のページに関連した番組の説明等も記憶し
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ている。シーケンス情報提供装置３２はさらに、番組表のページを生成する番組表ページ
生成部１５６と、番組情報を記憶する番組情報記憶部１５８とを含む。番組表の元データ
は、例えば表計算プログラムの表形式等で作成すると扱いやすい。しかし、最終的には番
組表として端末に送信する形式（例えばウェブページならＨＴＭＬで記載された形式）に
変換する必要がある。番組情報記憶部１５８は元データを記憶し、番組表ページ生成部１
５６は元データから実際に送信されるデータを生成する。
【００９３】
　シーケンス情報提供装置３２はさらに、シーケンス情報記憶部１６０を含む。シーケン
ス情報は番組表とは独立に作成される。シーケンス情報は基本的に番組を特定する情報（
チャネル、放送時間等）を含む。番組表ページ生成部１５６は、番組情報記憶部１５８に
記憶された番組情報と、シーケンス情報記憶部１６０に記憶されたシーケンス情報とを用
いて、自動的に番組表にシーケンス情報へのアクセスの情報を埋め込んだデータを生成す
る。この生成された結果が図５に示したものである。本実施の形態のシステムでは、この
データの生成は、送信リクエストがあるたびに行なっている。番組情報、又はシーケンス
情報が変更されたタイミング等で予め行なっておいてもよい。また、自動的に行なうこと
なく人手で作成してもよい。
【００９４】
　この様にサーバ側で番組表とシーケンス情報をリンクしたデータを作成し、それを端末
からのリクエストに応じて送信することにより、クライアントでは、番組表に対応してダ
イジェストを選択することが可能になる。スポーツ等ではニュースの情報を直接見ると結
果が分かってしまうので、番組情報にシーケンス情報を付随させることでダイジェストを
見る前に結果が分かってしまうことを防ぐことができる。また、番組表から録画予約を行
なう装置も存在するため、サーバ側で用意した番組表において、未来の番組には録画予約
を行なうためのリンクを載せ、過去の番組にはシーケンス情報へのリンクを載せることが
望ましい。この点に関しては後の第６の実施の形態に関連して詳細に述べる。
【００９５】
　図８に本発明に係るストリーム出力装置５０をコンピュータにより実現する場合の、コ
ンピュータのハードウエアのブロック図を示す。このコンピュータは、内部に演算処理装
置を有しプログラムにしたがった処理を実行するための中央演算処理装置（ＣＰＵ）２０
０と、プログラムの実行時にプログラムを一時的に記憶したり、プログラム実行時の作業
エリアを提供したりするためのランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）２０２と、プログラム
及び固定されたテーブル等を記憶するための不揮発性の読出専用メモリ（Ｒｅａｄ－Ｏｎ
ｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ：ＲＯＭ）２０４とを含む。このプログラム等は、アップデートのた
めにネットワークから書き換えられるものであることが望ましい。又は、プログラムをＣ
Ｄ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録しておき、ＣＤ－ＲＯＭドライブからＲＯＭ２０４に書込
む様にしてもよい。プログラムはまた、ハードディスクに書込む様にすることもできる。
【００９６】
　コンピュータはさらに、ストリームを取得するためのチューナ２０６と、時刻又は時間
を刻むタイマ２０８と、ユーザが操作するリモコン５４の信号を受信する赤外線インタフ
ェース２１０と、外部機器と通信を行なうネットワークインタフェース２１２と、ＣＰＵ
２００の指示にしたがいストリームを出力するストリーム出力部２１４と、ハードディス
クからなる、ストリームを記憶するストリーム記憶部２１６とを含む。ストリームはＲＡ
Ｍ２０２に記憶してもよいが、通常は非常に大きな記憶容量を必要とするため、ハードデ
ィスク等ＲＡＭと比較して低速であっても大容量なデバイスに記憶されることが多い。
【００９７】
　コンピュータはさらに、ユーザに表示を行なう表示部２１８を含む。表示部２１８は、
複数あるシーケンス情報をユーザに表示して選択させたり、エラーメッセージを出したり
するためのものである。
【００９８】
　図９は、ＣＰＵ２００が実行するプログラムの制御構造を示すフローチャートである。
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このプログラムは、シーケンス情報を取得するための外部機器のアドレスを作成するステ
ップ２３０を含む。アドレスはストリーム出力装置５０に予め記憶されているものである
こともあるし、ユーザが入力したものであることもあるし、又は、ウェブページのリンク
の様に他の機器から得たものである場合もあり得る。要するに通常のブラウザでＵＲＬを
指定する方法のいずれをも用いることができる。ユーザがアドレスを変更することでいろ
いろな機器に存在するシーケンス情報を取得できる様になり、幅広いシーケンス情報が選
択できる。
【００９９】
　このプログラムはさらに、ステップ２３０で作成された外部機器アドレスからシーケン
ス情報を取得するステップ２３２と、ステップ２３２で得られたシーケンス情報を解析す
るステップ２３４と、全てのシーケンス情報について処理が終わったかどうかを判断する
ステップ２３６とを含む。ステップ２３６で全てのシーケンス情報について処理が終わっ
たと判定されれば、全体の処理が終わる。全てのシーケンス情報について処理が終わった
わけではないと判定されれば、制御はステップ２３８に進む。
【０１００】
　ステップ２３８では、シーケンス情報が指定するストリームを当該ストリーム出力装置
５０の中で選択する処理を行なう。続くステップ２４０で、このストリームをストリーム
出力装置５０が記憶しているかどうかを判定する。記憶されていれば制御はステップ２４
４に進み、シーケンス情報にしたがってそのストリームを出力する。出力が終わると制御
はステップ２３４に戻り、次のシーケンス情報の解析が行なわれる。
【０１０１】
　ステップ２４０で該当ストリームが存在しない（又はシーケンス情報に指定された時刻
、時間のポジションが存在しない）と判定された場合、制御はステップ２４２に進む。ス
テップ２４２では、エラー処理が行なわれる。本実施の形態では、ステップ２４２ではス
トリームが存在しないというメッセージを出力する。この後制御はステップ２３４に戻る
。
【０１０２】
　以上のような構成を有する本実施の形態のシステム及びストリーム出力装置５０の動作
については、図１～図３を参照して既に説明した通りである。このような構成とすること
により、ストリーム出力装置５０において、ストリームのシーケンス情報をシーケンス情
報提供装置３２から取得することにより、ストリームのダイジェスト等を容易に出力する
ことが可能となる。例えば、サッカー、野球、又は大相撲のような映像において、シーケ
ンス情報のサービスプロバイダがこれら映像のシーケンス情報を作成し提供する場合を想
定すると、通常のユーザは単にそのシーケンス情報を取得するだけで、容易にいつでもサ
ッカー、野球、又は大相撲のダイジェストを楽しむことが可能になる。また、アドレスを
指定して異なるサービスプロバイダの装置に接続しシーケンス情報を得ることができるこ
とから、複数のサービスプロバイダが作成するシーケンス情報から好みのものを選択して
取得することが可能になる。また、各サービスプロバイダは、個々のストリームを独自の
順番で結び付けるシーケンス情報を作成することで、新たなストリームを編集し作成する
ことができる。
【０１０３】
　さらに本実施の形態のシステムによれば、インターネットの情報（主としてウェブペー
ジ上の情報）と、既存のメディア又は新規なメディアを介して配信される映像とを、シー
ケンス情報によって独自の形態で結合し提供することも容易になる。これにより例えば映
像のダイジェストを、それに対する付加的な説明であってインターネット上で提供される
情報とを結合して表示させたり、一連の映像のシーケンスの間に、インターネットから得
た情報（例えば広告情報）を表示させたりすることが可能になる。
【０１０４】
　図１０は、シーケンス情報によって、インターネットの情報とストリームの映像とを結
合して表示するシーケンスの一例を示す概念図である。図１０を参照して、この例では、
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ストリーム９６は、映像１０００からなるストリーム部分Ａと映像１００２からなるスト
リーム部分Ｂとを含む。また、インターネットから、ストリーム部分Ｂを説明するための
付加的な情報１００４が取得可能であるとする。
【０１０５】
　ストリーム部分Ａからストリーム部分Ｂへと続くダイジェストに、付加的な情報１００
４を結合させることができる。この場合、ストリーム部分Ａとストリーム部分Ｂとの間に
独立したシーンとして、情報１００４の画面を所定の時間表示する指示をシーケンス情報
７２に記載する。この記載により、ストリーム出力装置は、ストリーム部分Ｂの出力が始
まる前に、情報１００４を指定された時間表示するストリーム９８を出力する。
【０１０６】
　なお、上の説明は映像１０００、付加的な情報１００４、及び映像１００２をシーケン
シャルに出力する例についてのものである。しかし、出力はシーケンシャルなものだけで
はない。例えば、映像１０００及び１００２の始まり付近の部分又は途中部分を静止画と
し、一つの画面にしてもよい。この場合、さらに映像１００２の説明として付加的な情報
１００４を加えるとより好ましい。この場合、静止画と動画との対応を付けることが必要
である。そのために、動画から作成した静止画に、タイムスタンプを付ける。こうするこ
とで、この静止画の出力を元の動画のどの時点において開始すべきかを判定できる。
【０１０７】
　このような出力を行なうと、映像１０００及び１００２に含まれるシーンと、映像１０
０２の解説としての付加的な情報１００４とを１画面で出力し、ユーザにそれらシーンの
中の任意のものを選択させることができる。こうして、先頭から番組のダイジェストを見
るだけでなく、ユーザが例えば付加的な情報１００４により示される「ヒーローインタビ
ュー」を選択することで、映像１００２のシーンから再生を開始することができる。
【０１０８】
　上記したように選択可能なシーンに対応する静止画を含む画面を、本明細書では「カタ
ログ画面」と呼ぶことにする。シーケンス情報が、映像１０００及び１００２だけでなく
より多くの映像を含む場合には、上記したようにカタログ画面を１画面に収めることが難
しい場合もありうる。その場合には当然、カタログ画面が複数画面となってもよい。
【０１０９】
　図１１に、本実施の形態において、ストリームと付加的な情報とを結合して表示する機
能をさらに有するストリーム出力装置２５０のブロック図を示す。図１１を参照して、こ
のストリーム出力装置２５０は、図４に示すストリーム出力装置５０を変形したものであ
って、ストリーム出力装置５０の構成に加え、ネットワーク部で接続された機器から付加
的な情報を取得し、取得した情報をＴＶモニタ５２に出力するネットワークデータ読出部
１０５０と、シーケンス情報からストリームと結合して表示するべき文字列を取得し、取
得した文字列をＴＶモニタ５２で出力する文字画面作成部１０５２とをさらに含む。また
、このストリーム出力装置２５０はさらに、図４に示すストリーム出力装置５０の構成に
加えて、ネットワークデータ読出部１０５０による出力、文字画面作成部１０５２による
出力、及びストリーム出力部１１８によるストリームの出力を、シーケンサ部１１０から
の指示に応じて切替えるデータ切替部１０５４を含む。
【０１１０】
　図１２に、付加的な情報を結合させるための情報を含むシーケンス情報７２の例を示す
。図１２を参照して、このシーケンス情報は、図６に示すシーケンス情報と同様の記述方
法によって記述されたものである。このシーケンス情報は、図６に示すものと比較すると
、付加的な情報の表示を指示するための記載である「caption:」という項目を新たに含む
。この項目において、「dur=5s:」の記載は、付加的な情報を表示する時間が「５秒間」
であることを指示するための記載である。また、この項目において、「src=」で始まる記
載は、付加的な情報のアドレスを指定するための記載である。
【０１１１】
　図１２に示す例では、「digest_start:21:15:00」と「digest_end:21:16:30」との対の
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次に「caption:」の記載がある。したがって、図１１に示すネットワークデータ読出部１
０５０は、「src＝http://nichibei.tv/digest_caption/0311110001.htm」によって指定
されるアドレスの情報を取得し、表示画面を作成する。データ選択部１０５４は、上記し
た「digest_start」と「digest_end」との対で指定されたストリームを出力した後、シー
ケンサ部からの指示にしたがい、「dur=5s;」の記述によって指定された時間（即ち５秒
間）、出力をネットワークデータ読出部１０５０が作成した表示画面の出力に切替える。
データ選択部１０５４は、５秒間出力を切替えた後、出力を、ストリーム出力部１１８か
らの出力に切替える。ストリーム出力部１１８は、「digest_start：21：45：30」と「di
gest_end：21：47：25」との対で指定されたストリームを出力する。
【０１１２】
　付加的な情報が文字列等である場合、シーケンス情報に当該文字列を記載してもよい。
例えば、図１２に示す「caption」の項目における記載方法として、付加的な情報である
文字列を示す「string=」という記載を規定しておいてもよい。付加的な情報が「日米野
球第１戦　○○×選手　ヒーローインタビュー」という文字列であるものとすると、この
項目の記載は「caption：
dur=5s；　string=“日米野球第１戦　○○×選手　ヒーローインタビュー”」という記
載になる。この場合、図１１に示す文字画面作成部１０５２は、シーケンス情報を参照し
、付加的な情報として記載された文字列「日米野球第１戦　○○×選手　ヒーローインタ
ビュー」を取得し、この文字列の表示画面を作成する。データ選択部１０５４は、シーケ
ンサ部１１０からの指示に応じて、出力の切替を行なう。そのため、この文字列の表示画
面とストリームとが結合した状態で表示される。
【０１１３】
　シーケンス情報によって、ストリームの特定のシーンと付加的な情報とを同時に表示す
る様に指定することも可能である。このような場合、データ選択部１０５４は、付加的な
情報を、例えば元のストリームの映像上にスーパーインポーズしてもよい。また、出力画
面の特定の領域（例えば画面下部）に付加的な情報を表示したり、本来のストリーム出力
画面とは別の画面を用意して出力したりしてもよい。
【０１１４】
　また、付加的な情報は、静止画、ストリームの別の部分、又はストリームとは別に用意
された動画若しくは音声等であってもよい。また、付加的な情報を表示する際に、マーキ
ー又はワイプ等の視覚効果を加えることも可能である。
【０１１５】
　また、ＨＴＭＬ若しくはＸＭＬ（ｅＸｔｅｎｄｅｄ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ
）、又は時間的な動きを含めて各種のメディアを扱う技術として用いられているＳＭＩＬ
（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚｅｄ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　Ｌａｎ
ｇｕａｇｅ）という言語等の表記を利用して、付加的な情報の文字列を表示するためのフ
ォントの種類、文字の表示色、改行位置、又は、表示位置などを指定する記述を、シーケ
ンス情報に加えておいてもよい。シーケンス情報に、付加的な情報を表示する際のマーキ
ーの速度など、視覚効果の設定を行なうための情報をさらに記載しておいてもよい。
【０１１６】
　また、図１１に示す文字画面作成部１０５２は、付加的な情報の文字列を画面上に表示
する代わりに、音声で読上げる様にしてもよい。また、文字列の表示と音声による読上げ
とを同時に行なってもよい。
【０１１７】
　結合される情報は、ネットワーク上のサーバにあるものに限らない。例えば、放送波の
ＶＢＩ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｂｌａｎｋｉｎｇ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）を利用してデータを
配信することも可能であるし、電子メールで配信することも可能である。また、電子メー
ルではＭＩＭＥ（Ｍｕｌｔｉｐｕｒｐｏｓｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｍａｉｌ　Ｅｘｔｅｎ
ｓｉｏｎ）と呼ばれるフォーマットで各種データが添付されることが多い。結合される情
報をＭＩＭＥフォーマットでシーケンス情報に添付する方法も可能である。これらの方法
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でシーケンス情報の送受信を行なうと、シーケンス情報取得後、オフラインの状態で必要
な情報をストリームと結合することができる。
【０１１８】
　また、結合される情報を配信するのではなく、予めストリーム出力装置２５０側で準備
し、ストリーム出力装置２５０は、準備した情報をシーケンス情報による指示にしたがっ
てストリームに結合する様にしてもよい。例えば、ストリーム出力装置２５０が読出可能
なリムーバル記憶媒体、又は予めストリーム出力装置２５０のメモリ若しくは補助記憶装
置に定文や商品のロゴマークのような情報を記憶させておき、シーケンス情報による指定
にしたがって、これら記憶した情報を読出して結合してもよい。なお、この場合、予め定
められた方法にしたがって、それら記憶している情報を自動的に結合することもできる。
例えば、シーケンスにしたがった再生を行なっている時には、表示しているストリームの
映像と「ダイジェスト再生中」の文字とを結合して出力してもよい。
【０１１９】
　さらに、シーケンス情報には、ストリーム再生速度を指定する記述をしてもよい。スト
リーム出力装置２５０は、シーケンス情報にしたがって、ストリームの本来の再生速度と
は異なる速度で再生させる。例えば、再生速度をマイナスに指定すると、逆再生をする様
にしてもよい。このような指定により、例えばプロ野球のダイジェストにおいて、ストリ
ームをスローモーションで再生させたり巻き戻し再生させたりしながら、必要な箇所を分
かりやすく再生するシーケンスを作成し、野球の指導を目的とした教育番組を作成するこ
と等が可能になる。さらには「解説」を加えるための情報を、このシーケンスと結合させ
ると、より効果的である。
【０１２０】
　また、あるシーンの映像と、結合される情報とを表示するデバイス又は表示画面上での
表示位置をシーケンス情報によって指定することも可能である。この様に指定することで
、ストリームと、その他の情報とをシーケンス製作者の意図どおりに並べて再生させるが
できる。例えば出力画像中の特定の事物を矢印で指し示して、その事物に対する説明を文
字や音声で行なうことなどが可能になる。
【０１２１】
　なお、本実施の形態では、ストリーム出力装置５０及び２５０はリモートコントローラ
５４によりコントロール可能である。しかし本発明は、そのような実施の形態に限定され
るわけではない。例えば、ストリーム出力装置５０及び２５０がリモートコントローラに
よりコントロールできないようなものでもよい。また、一部の機能のみについてリモート
コントローラにより制御可能としてもよい。また例えば、予め定められたシーンを出力し
ている間、ストリーム出力装置５０がリモートコントローラにより制御できない様にして
もよい。さらに、制御できない様にするシーンを指定する記述をシーケンス情報に加え、
指定されたシーンを出力中には、ストリーム出力装置５０及び２５０がリモートコントロ
ーラで制御できない様にしてもよい。この様にすると、例えばコマーシャルメッセージ（
以下、「ＣＭ」と表記する。）又は視聴者に対する注意事項を表示する部分等を、視聴者
がスキップして視聴することを防止できる。
【０１２２】
　また、本実施の形態に係るシステムでは、図１に示す様にストリーム送信装置３０とシ
ーケンス情報提供装置３２とは別々のものである。しかし、本発明はそのような実施の形
態に限定されるわけではない。両者が同じ場所に設置されていてもよいし、両者が同じ装
置により実現されてもよい。
【０１２３】
　図３に示す例では、ストリーム９０とストリーム９２とは同一のフォーマットであるこ
とが想定されている。しかし、ストリームが全て同一のフォーマット及び媒体である必要
はない。例えば、一方がテープで他方がＤＶＤ等、両者が異なる媒体からのものであって
もよい。
【０１２４】
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　また、図３に示す例ではストリームを取得した後にシーケンス情報を取得している。し
かし本発明はそのようなものに限定されるわけではない。例えば、シーケンス情報７０を
先に取得し、その後にストリームを取得する様にしてもよい。また、シーケンス情報とス
トリームとを同時に取得する様にしてもよい。また、それら複数種類の取得方法を使い分
けてもよい。
【０１２５】
　また、番組表全体をダウンロードするような端末では、同時にシーケンス情報も全部ダ
ウンロードする設定とすることができる。これにより、ストリームを選択したときに、す
でにそれに対応するシーケンスは取得しているということも実現できる。
【０１２６】
　さらに録画予約（番組放送予定データのダウンロード）を行なった場合に、そのユーザ
に対して後からシーケンス情報を送信しても構わない。これを受信した端末側でメッセー
ジに含まれるシーケンス情報を解析することで、ダイジェストを再生することが可能にな
る。
【０１２７】
　ストリームはインターネットで送信されてきても構わないし、デジタル放送のデータと
してシーケンス情報が送られてきても構わない。また、ストリーム送信者が同時にシーケ
ンス情報提供者であってもよい。
【０１２８】
　また、シーケンス情報を含むストリームを送信することも可能である。例えば放送信号
におけるＶＢＩを利用して、ストリームにシーケンス情報を含めて送信することも可能で
ある。ストリームに含まれるシーケンス情報は、当該シーケンス情報を含むストリームに
対応するシーケンス情報でなくてもよい。例えば、生放送のストリームが放送された後、
その次の時間帯に放送されるストリームに、先の生放送に関するシーケンス情報を含めて
送信してもよい。
【０１２９】
　ある番組の放送終了後に、当該番組のシーケンス情報を別の番組のストリームに含めて
送信する場合、Ｗｅｂページや電子的な番組表で、事前にシーケンス情報の送信時期を予
告することが望ましい。この場合、ストリーム出力装置は、この予告に基づいてシーケン
ス情報を予約し、予告された時期にシーケンス情報を取得する様にしてもよい。
【０１３０】
　例えば、視聴者がＷｅｂページや電子的な番組表で予告を見て、シーケンス情報を予約
すると、ストリーム出力装置が、予約に必要な情報をシーケンス情報提供装置に送信する
。シーケンス情報提供装置は、予約されたシーケンス情報が制作され次第メール等でシー
ケンス情報をストリーム出力装置に対して送信する様にしてもよい。また例えば、シーケ
ンス情報が入手可能になる予定時刻を知らせるためのデータをＷｅｂページや電子的な番
組表に添付しておいてもよい。視聴者が、Ｗｅｂページや電子的な番組表でシーケンス情
報を予約すると、ストリーム出力装置は予定時刻のデータを取得する。取得したデータが
示す予定時刻になると、ストリーム出力装置がシーケンス情報提供装置よりシーケンス情
報を取得する様にしてもよい。
【０１３１】
　さらに、本実施の形態の図６に示す例では、テキストでシーケンス情報を記載している
が、シーケンス情報をテキスト形式に限定する必要は全くない。バイナリ形式であっても
、そのフォーマットが予め定められており、内容を何らかの手段により判別できるもので
あればどのようなものでもよい。またテキスト形式の場合でも、内部のフォーマットとし
てはＸＭＬやＳＭＩＬ等のより汎用の言語で記載する様にしてもよい。
【０１３２】
　また、ここでは放送をストリームデータとしてストリーム出力装置５０内に記録した場
合の例を記載しているが、パッケージメディアについても同様の考え方を適用できる。パ
ッケージメディアでは、取得したシーケンス情報と、記録されているストリームとが一致
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するかどうかを判定するために、シーケンス情報ではパッケージメディアのキーでストリ
ームを特定する様にすればよい。ストリーム出力装置５０は、シーケンス情報中のキーと
パッケージメディアのキーとを比較することで両者の一致を判定できる。ただしこの場合
にも、再生のシーケンスを特定する情報（再生する部分の開始及び終了時刻のシーケンス
等）が必要である。
【０１３３】
　本実施の形態のシステムで用いられるシーケンス情報は、図６に示すようなフォーマッ
トである。しかしシーケンス情報のフォーマットは図６に示すものには限定されない。シ
ーケンス情報は最低限ストリームを指定する情報（例えば放送チャネル情報、放送時間情
報等）と、ストリーム開始時間が含まれるものであればどのようなものでもよい。
【０１３４】
　また、本実施の形態の図６に示すシーケンス情報の例では、地域によって異なる放送局
の構成に対応するために、チャネルを示す情報に、地域ごとに放送局を指定する情報を記
載した。しかし本発明は、このような実施の形態には限定されない。例えば、シーケンス
情報に記載される情報のうち、地域ごとに異なる指定が必要な部分について、ストリーム
出力装置が読替を行なう様にしてもよい。この場合、ストリーム出力装置には、予めユー
ザの地域に応じたシーケンス情報の読替表を格納してことが望ましい。また、シーケンス
情報提供装置が、ストリーム出力装置から地域に関する情報を取得し、取得した情報を元
に、地域ごとにシーケンス情報を変更して、ストリーム出力装置にシーケンス情報を送信
する様にしてもよい。さらには、インターネットからアクセス可能なサーバ装置であって
、シーケンス情報と地域を示す情報とを受信すると、与えられたシーケンス情報を、読替
表に基づいて受信した情報によって示される地域に適したものに読替えて返信するサーバ
装置を別途用意してもよい。このようなサーバ装置を用意すると、一般ユーザがシーケン
ス情報を作成し、ユーザ同士で交換する場合に、地域ごとの指定を手軽に行なうことがで
きる。
【０１３５】
　シーケンス情報に、改竄を防止するための認証情報を含めてもよい。この場合、シーケ
ンス情報提供装置とストリーム出力装置には認証を行なうための機能をさらに備える必要
がある。さらには、シーケンス情報全体が暗号化されていてもよい。
【０１３６】
　また、シーケンス情報に有効期限を設けてもよい。ストリーム出力装置は、有効期限が
切れたときに、新しいシーケンス情報を再度取得して、シーケンスを更新する様にしても
よい。
【０１３７】
　本実施の形態の番組表ページ生成部１５６は、自動的に番組表にシーケンス情報へのア
クセスの情報を埋め込んだデータ（図５に示すもの）を、送信リクエストがあるたびに自
動的に生成する。しかし、本発明はそのような実施の形態に限定されるわけではない。例
えば、番組情報、又はシーケンス情報が変更されたタイミング等で予めこのデータの生成
を行なっておいてもよい。また、自動的にではなく人手で作成してもよい。
【０１３８】
　また、図８を参照して行なった説明では、エラーの出力は表示部２１８を用いて行なっ
ている。しかし本発明はそのような実施の形態に限定されるわけではない。例えば、エラ
ーの出力にストリーム出力部２１４を用いてもよい。
【０１３９】
　また、本実施の形態の説明において、図９に示した制御構造を持つプログラムでは、ス
テップ２４２ではストリームが存在しないというメッセージを出力する。しかし、本発明
ではエラー処理はそのような方法に限定されない。ステップ２４２では何も出力せず単に
スキップしてもよいし、ストリームが存在しないというメッセージを出してもよい。又は
、外部機器から情報を得て、その情報を出力しても構わない。
【０１４０】
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　また、シーケンス情報にエラー処理の方法を指定する記述又は情報を加えておき、ステ
ップ２４２では、シーケンス情報によって指定された方法にしたがってエラー処理を行な
う様にしてもよい。例えば、選択するべきストリームと同一のストリームを取得できる別
のストリーム放送局のアドレスを記載しておいてもよい。また、シーケンス情報に、選択
するべきストリームの代替となるストリーム又は画像などを指定する情報を記載しておい
てもよい。ストリーム出力装置は、このような記載に基づいて、選択されるべきストリー
ムの代替となるストリーム又は画像などを取得し、表示することができる。なお、エラー
処理方法の指定を複数記載しておいてもよい。
【０１４１】
　また以上の実施の形態では、シーケンス情報を選択するとそれに対応したストリームを
出力する。しかし、本発明はそのような実施の形態には限定されない。シーケンス情報を
予め取得してある状況においては、ストリームを指定することで対応するシーケンス情報
を選択することも可能である。これは後述の様にシーケンス情報を番組表と一括して取得
する場合等には、有効である。ＤＶＤ又はＶＴＲのテープの様にユーザがメディアをセッ
トすることでストリームを選択することも可能である。この場合には、シーケンス情報か
らストリームの選択は行なわれず、シーケンスが選択されたらストリーム情報のチェック
を行なわず現在セットされているメディアを単にシーケンス情報に沿って出力を行なうこ
とも考えられる。
【０１４２】
　また、以上の実施の形態では、ユーザがシーケンス情報を指定すると、シーケンス情報
に基づいて選ばれたストリーム部分が出力される。しかし、本発明は、このような実施の
形態には限定されない。ストリーム出力装置には、シーケンス情報に基づいて選ばれるス
トリーム部分を含む、元のストリーム全体が格納されている。そのため、シーケンス情報
により出力されるダイジェストと、元のストリーム（以下、元のストリームを「本編」と
呼ぶ。）とをユーザによる操作に応じて切替えながら出力することが可能である。例えば
、ダイジェスト再生中にダイジェストから離れて本編の再生を続けさせるような機能、ボ
タンを設けても良い。このことにより、例えばニュース番組において見出し部分だけのダ
イジェストを入手しておき、ユーザが気になるニュースの部分でこのボタンを押すことに
よって、ユーザはそのニュースの詳細を見続けることが可能になる。
【０１４３】
　図１３は、ユーザがダイジェストと本編を切替えながら出力する操作を行なうためのリ
モートコントローラの一例を示す外観図である。図１３を参照して、リモートコントロー
ラ１１００は、ダイジェスト出力しているストリームの再生／早送り／巻戻しの操作を行
なうためのダイジェスト操作キー１１０２と、本編の再生／早送り／巻戻しの操作を行な
うための本編操作キー１１０４と、ダイジェスト及び本編に共通する操作を行なうための
キー１１０６とを含む。
【０１４４】
　図１４に、ユーザが図１３に示す各キーを押した際に表示されるシーケンスの概略を示
す。図１４を参照して、ストリーム部分Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、及びＥを含むストリーム１１１
０がストリーム出力装置に記憶されているものとする。また、ストリーム出力装置はスト
リーム１１１０からストリーム部分Ａ、Ｃ、及びＥからなるダイジェスト１１１２を出力
するためのシーケンス情報を取得しているものとする。
【０１４５】
　ストリーム出力装置が、シーケンス情報に基づきダイジェスト１１１２のストリーム部
分Ｃを出力している時に、ストリーム部分Ｃの出力が終了すると、通常はストリーム部分
Ｄを飛ばして、ストリーム部分Ｅを出力する（図１４（１））。一方、ストリーム部分Ｃ
の出力中に、図１３に示す本編操作ボタン１１０４の再生ボタンが押下された場合、出力
するストリームは、ダイジェストから本編に切替わる。そのため、ストリーム部分Ｃの出
力が終了すると、続いてストリーム部分Ｄを出力する（図１４（２））。
【０１４６】
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　本編のストリーム部分Ｃを出力中に、ダイジェスト操作キー１１０２の再生ボタンが押
下されると、ストリーム出力装置の出力は、本編からダイジェストに切替わる。そのため
ストリーム部分Ｃの出力が終了すると、ストリーム部分Ｄを飛ばして、ストリーム部分Ｅ
を出力する（図１４（３））。
【０１４７】
　同様に、本編のストリーム部分Ｄを出力中に、ダイジェスト操作キー１１０２の再生ボ
タンが押下されると、ストリーム出力装置の出力は、本編からダイジェストに切替わる。
ダイジェストでは、ストリーム部分Ｄを出力しないので、この時点でストリーム部分Ｄの
出力は終了し、ストリーム部分Ｅの出力を開始する（図１４（４））。
【０１４８】
　また、本編のストリーム部分Ｃを出力中に、ダイジェスト操作キー１１０２の巻戻しボ
タンが押下されると、ストリーム出力装置の出力は、本編からダイジェストに切替わる。
そのためストリーム出力装置は、現在出力中の箇所からストリーム部分Ｃの冒頭まで巻戻
しを行ない、ストリーム部分Ｂを飛ばして、ストリーム部分Ａの結末部分から巻戻しを再
開する（図１４（５））。
【０１４９】
　一方、ストリーム部分Ｃをダイジェスト出力中に、本編操作ボタンの巻戻しボタンが押
下されると、ストリーム出力装置の出力は、ダイジェストから本編に切替わる。そのため
、現在出力中の箇所からストリーム部分Ｃの冒頭まで巻戻しを行ない、続いてストリーム
部分Ｂの結末部分から巻戻しを再開する（図１４（６））。
【０１５０】
　このような機能を用いることにより、例えば野球のホームランシーンのダイジェストを
見ているときに、その打者が打席に入るところに遡って本編を見るというようなことが可
能になる。なお、ここでいう「再生」機能には、スロー再生、倍速再生、コマ送り再生、
一時停止などの機能が含まれていてもよい。
【０１５１】
　さらに、一つの本編に対して複数のシーケンス情報、例えば同じ野球の試合のストリー
ムに対して「３分間ダイジェスト」と「３０分間ダイジェスト」という複数のシーケンス
情報が取得される場合を想定して、複数のダイジェストを切替えながら再生、早送り、巻
戻しを行なう機能をさらに設けてもよい。このような機能を設ける場合、図１３に示すリ
モートコントローラの、「本編」を操作するキー、「第一のダイジェスト」を操作するキ
ー、及び「第二のダイジェスト」を操作するキー等、複数の操作キーを設けてもよい。ま
た、切替可能な複数のシーケンスのうちの一つを選択するための選択キーを、リモートコ
ントローラに設けてもよい。この場合ユーザは、選択キーと、ダイジェスト操作キー１１
０２又は本編操作キー１１０４とを用いることにより、シーケンスの切替を行なうことが
できる。
【０１５２】
　また、現在再生しているのが「本編」なのか、「ダイジェスト」なのかを、画面上に表
示してもよい。これによって、ユーザは今見ているのが本編なのかダイジェストなのかを
知ることができるため、操作時の混乱を防止することができる。
【０１５３】
　また、本実施の形態では、ストリーム出力装置は、シーケンス情報に基づいて選択した
ストリームをＴＶモニタに出力し、ＴＶモニタは、これを映像、音声などの形でユーザに
提示する。しかし、本発明は、そのような実施の形態には限定されない。ストリーム出力
装置は、映像、音声を記録する記録装置に対して、選択されたストリームを出力すること
も可能である。記録装置は、ストリーム出力装置が出力したストリームの映像、音声を、
装置内部のハードディスク、又は記録装置に挿入されているテープ若しくはＣＤ－Ｒ等の
リムーバブルメディアなどに記録する。シーケンス情報に基づいて選択された一連のスト
リームを、ストリーム出力装置が記録装置に出力すると、記録装置は、シーケンスにした
がって記録することになる。そのため、元のストリームがテープの様にシーケンシャルに
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情報を記録する媒体に記録されている場合でも、記録装置に新たに記録された情報を再生
することにより、頭出しに時間をかけることなく、シーケンスどおりにユーザにストリー
ムを提示することができる。
【０１５４】
　また、再生する場合と同じ内容の映像、音声を出力するのであれば、映像や音声データ
のフォーマットを元のストリームのものとは異なるものにして出力してもよい。
【０１５５】
　例えば、出力される映像、音声のビットレートを元のストリームより低いものにするこ
とができる。これにより、高ビットレートのストリームを再生することができないような
低能力のポータブル端末、携帯電話などで、シーケンスによって作成された映像、音声を
視聴することが可能になる。さらにデータ容量も減少するので、記憶装置の容量が少ない
デバイスに出力するような場合にも有効である。また、出力する時にコピーや改竄を制限
/禁止するような信号を加えることも可能である。
【０１５６】
　また、録画された複数のストリームを利用したシーケンスを作成することも可能である
。例えば、毎日のプロ野球放送のストリームから、シーケンス情報を利用して、エラーシ
ーンだけのダイジェストを録画しておくことができる。これにより、元々のプロ野球放送
のストリームを消去してしまっても、それまでに録画しておいたエラーシーンを集めて「
エラーシーン集」を作ることが可能である。
【０１５７】
　なお、本実施の形態ではストリームとして主にテレビ放送を想定してきたが、ストリー
ムは、時間的に連続して再生可能なデータであれば、動画像、音声、それらを組合せたも
のなど、その形態を問わない。また、ストリームが、テレビ放送の様に音声と画像との両
方を含む情報である場合、シーケンス情報に、映像のシーケンスと音声のシーケンスとを
別々に指定するような記述を行なってもよい。
【０１５８】
　ストリーム出力装置において、又はシーケンス情報での記述において、「映像」と「音
声」とをまとめて取扱っても、それらを分離して別々に取扱っても良い。
【０１５９】
　例えば、映画のストリームに対して映像だけを利用し、音声を別途取得することにより
、その映画を外国語吹替え版として視聴することが可能である。一方、同じ映画のストリ
ームに対して、映像、音声を共にそのまま利用し、別途字幕で翻訳を行なえば、その映画
を字幕スーパー版で視聴することが可能である。
【０１６０】
　また、スポーツの実況中継などでは、映像の切れ目と解説者の音声の切れ目とが一致し
ないことがある。シーケンス情報を作成する時に、このような場所でシーンを切ると、映
像、音声の内少なくとも一方は不自然な場所で切られることになってしまう。このような
時には、一時的に映像と音声を分離して取り扱うことにより、それぞれに関して都合の良
い所で切ることができる。このとき、映像、音声の内長く切られた方の長さがシーンの長
さとなるため、短く切られた方に関しては、何らかの効果を加えたり、別のコンテンツを
追加したりして長さを調整することができる。
【０１６１】
　なお、出力先がネットワーク経由で接続された機器の場合，出力先の機器では録画／録
音をせずに即時再生しても良い。このことにより、例えば外出先の携帯端末から本ストリ
ーム出力装置にネットワーク接続し、本ストリーム出力装置でシーケンス情報を処理して
出力されたストリームを当該携帯端末で視聴することが可能になる。
【０１６２】
　本実施の形態のシステムで用いられるシーケンス情報は、ストリームの提供元となる放
送チャネル又はサーバ装置等を指定する記述を含むものであった。しかし、本発明は、こ
のような実施の形態には限定されない。シーケンス情報の中でのストリームの指定は必ず
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しも明示的である必要はない。ストリーム出力装置が適合性を判断して選択する、都度ユ
ーザに選択を求めるなど、何らかの手段でストリームを特定可能であればよい。また、あ
る特定の時間に放送されたストリームであれば、いずれのストリームであっても構わない
場合、シーケンス情報は、ストリームの開始時刻など時間を指定する情報のみを記述した
ものであってもよい。
【０１６３】
　例えば、ある地域で２００３年１月１０日に放送された番組の番組表が、図１５に示す
ものであったとする。図１５を参照して、この番組表によると、１９時頃から２０時５０
分ごろまでの時間帯に、「ｔｖ３」という放送局、「テレビＪＡＰＡＮ」という放送局、
及び「新世界テレビ」という放送局は、いずれもサッカー「日本代表対世界選抜」という
ゲームの番組を放送している。これらの番組がいずれもいわゆる生中継番組であった場合
、同一の事象に関する映像は、同一の時刻に放送される事となる。例えば、放送局「ｔｖ
３」の番組で、１９時６分に「最初のゴール」を撮影したシーンが放送されたとすると、
放送局「テレビＪＡＰＡＮ」の番組でも、１９時６分に「最初のゴール」を撮影したシー
ンが放送されていたことになる。即ち、「最初のゴール」を撮影したシーンが放送された
時間を指定できれば、異なる放送局から提供されたこれら異なるストリームのいずれから
も、「最初のゴール」を撮影した部分のストリームを選び出すことができる。
【０１６４】
　このような場合に対応したシーケンス情報の一例を図１６に示す。図１６に示すシーケ
ンス情報は、図６に示すシーケンス情報と同様のものである。図１６に示すシーケンス情
報が図６に示すシーケンス情報と異なる点は、次の点である。即ち、図１６に示すシーケ
ンス情報は、図６に示すシーケンス情報の７行目に記載されている「channel：」の項目
を含まない。よって、このシーケンス情報に基づき、４行目から６行目に記載された放送
時間を含む時間帯に提供されたストリームのダイジェストを、ストリームの提供元に関係
なく出力することが可能となる。また、例えば「channel：」の項目が存在していたとし
てもその内容が空欄であれば、上で説明した図１６の場合と同様、「channel：」の項目
が存在していないものとして取り扱えばよい。
【０１６５】
　ただし、図１６に示すシーケンス情報は、ストリームを一意に指定しない汎用性のある
シーケンス情報である。この場合、ストリーム出力装置は、時間を指定する記述に記載さ
れた時間帯を含むストリームを検索する機能と、検索されたストリームから、出力するス
トリームを選択する機能とをさらに備えることが望ましい。
【０１６６】
　図１７は、図１６に示すシーケンス情報の様に、放送チャネルの指定がないシーケンス
情報に基づいてストリームを検索し、選択する処理を実行するプログラムの制御構造の一
例を示すフローチャートである。図１７を参照して、このプログラムは、図９に示すプロ
グラムのステップ２３８からステップ２４４の処理に替えて実行されるプログラムである
。
【０１６７】
　このプログラムは、ステップ１２０２で開始し、ステップ１２０２では、シーケンス情
報の解析の結果、放送チャネルを指定する情報があるか否かを判定する。判定結果がＹＥ
Ｓならば、制御はステップ１２１４に進む。判定結果がＮＯならば、制御はステップ１２
０４に進む。
【０１６８】
　ステップ１２０４では、シーケンス情報から、番組の開始時刻及び終了時刻を指定する
番組時刻情報を抽出する。続くステップ１２０６では、ステップ１２０４で抽出された番
組時刻情報とストリーム情報に含まれる記録時刻情報とを比較・照合し、ストリームの検
索を行なう。制御はステップ１２０８に進む。なお、ステップ１２０６での処理の詳細に
ついては後述する。
【０１６９】
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　ステップ１２０８では、ステップ１２０６での検索結果の判定を行なう。検索結果が、
検索条件に該当するストリームが存在するというものであれば、制御はステップ１２１２
に進む。該当するストリームが存在しないというものであれば、制御はステップ１２１０
に進み、エラー処理が行なわれる。
【０１７０】
　ステップ１２１２では、検索されたストリームのストリーム情報をユーザに提示し、ユ
ーザがダイジェストとして出力するストリームを選択する入力を取得する。この処理によ
り、ストリームが一意に決定される。続くステップ１２１４では、シーケンス情報に基づ
いて、決定されたストリームのダイジェストを出力する。出力が終了すると、この処理は
終了する。ステップ１２１０の処理が終了すると、制御は図９のステップ２３４に戻り、
以下シーケンス情報が終了するまで、上記した処理を繰返す。
【０１７１】
　図１８は、図１７に示すステップ１２０６で実行される検索処理の一例を示すフローチ
ャートである。図１８を参照して、この検索処理は、放送番組のストリームを、当該番組
を提供した放送局ごとに検索するものである。なお、この例では、放送局ごとに予め定め
られた放送局番号が１から順に昇順で付与されているものとする。
【０１７２】
　ステップ１２０６の処理はステップ１２３２で開始され、ストリーム情報を検索するた
めのカウンタｎの値を１に初期化する。続くステップ１２３４では、カウンタｎの値と一
致する番号の放送局が存在するか否かを判定する。判定結果がＹＥＳであれば、制御はス
テップ１２３６に進む。判定結果がＮＯであれば、ステップ１２０６の処理は終了する。
【０１７３】
　ステップ１２３６では、ｎ番目の放送局が放送した番組のストリーム情報と、シーケン
ス情報の番組時刻情報との照合を行なう。すなわち、ｎ番目の放送局が放送した番組に、
番組時刻情報によって指定される開始時刻と終了時刻とを共に放送時間に含むストリーム
が存在するか否かを判定する。該当するストリームが存在するならば、制御はステップ１
２３８に進む。該当するストリームが存在しなければ制御は１２４０に進む。
【０１７４】
　ステップ１２３８では、ステップ１２３６の判定条件に合致したストリームのストリー
ム情報を検索結果としてリストアップする。このリストは、図１７に示すプログラムのス
テップ１２０８以降の処理で用いられる。続くステップ１２４０では、カウンタｎの値に
１を加える。制御はステップ１２３４に戻る。
【０１７５】
　なお、ここでは放送局をキーにしてストリームが管理されていることを仮定している。
そうでない場合には、単に番組開始時刻と終了時刻とにより定まる時間の一部又は全部を
含む番組（ストリーム）をサーチすればよい。
【０１７６】
　この様に、ストリームを一意に指定しない、汎用性のあるシーケンス情報と、当該シー
ケンス情報を元に、ストリームを検索する機能をさらに備えたストリーム出力装置とを用
いると、一つのシーケンス情報で、複数種類のダイジェストを出力することが可能となる
。
【０１７７】
　例えば、同じ野球放送が地上波放送と衛星放送とで異なる番組として放送されており、
そのカメラワークも解説も互いに異なっている場合がある。そうした場合、一つのシーケ
ンス情報でそれら放送の両者のダイジェスト情報を兼用することができる。同一のシーケ
ンス情報を用いても、地上波放送のストリームを用いて得られるダイジェストと、衛星放
送のストリームを用いて得られるダイジェストとの、二つのダイジェストが得られる。
【０１７８】
　同様に、地上波放送を録画したストリームと、実際に個人が球場で野球の試合を撮影し
たビデオテープ又は写真とに対して、同一のシーケンス情報を適用すれば、地上波方法の
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番組のダイジェストと、個人で撮影したビデオテープ又は写真によるダイジェストとの、
二つのダイジェストが得られる。
【０１７９】
　なお、上記したように一つのシーケンス情報で、動画からなる二つ以上のダイジェスト
が得られる場合、それらダイジェストを互いに同期させて２画面で再生できるようにする
ことが望ましい。そうすれば、同じプレーを異なるカメラワークでとったシーンを同時に
見ることができる。ダイジェストの一方が写真からなり、他方がビデオなどの動画からな
る場合には、動画の再生時刻が写真の撮影時刻付近に到達すると、写真が表示されるよう
にすることが望ましい。こうすることで、動画と写真とを同時に楽しむことが可能になる
。
【０１８０】
　また、図１８に例示した検索処理に限らず、番組時刻情報、放送チャネルに関する情報
、又はストリーム情報内のキーワード等を検索条件としてストリームの検索を行なっても
よい。そのため、このような検索機能は、ユーザがストリーム出力装置に格納されている
ストリームを整理する際にも利用できる。
【０１８１】
　なお、図１６に例示したシーケンス情報は、放送番組のストリームに限らず、ユーザ自
身が記録し、ストリーム出力装置に格納させたストリーム等、放送番組以外のストリーム
に対して適用してもよい。例えば、図１５に示す生中継番組で放送されたサッカー「日本
代表対世界選抜」の試合を、ユーザが実際に競技場で観戦し、その試合をビデオに撮影し
ていたとする。このユーザが撮影したビデオ映像は、図１５に示す生中継番組と同一の事
象に関する映像であると考えられる。よって、このビデオ映像に対して図１６に例示した
シーケンス情報を適用することにより、生中継番組にシーケンス情報を適用した場合と同
様のシーンを、このビデオ映像のダイジェストとして再生することが可能となる。また、
運動会などのイベントの際に、多くの来場者がビデオ撮影を行なった場合、主催者がイベ
ントのスケジュールを元に作成したシーケンス情報を来場者に配布すると、来場者が撮影
したビデオを元にイベントのビデオアルバムを作る際の手助けとなる。
【０１８２】
　また、例えば、キー局の番組を指定するシーケンス情報を取得したものの、ストリーム
出力装置に記録されている番組のストリームにはローカル局が放送したものしかない場合
など、放送チャネルに関する記載が一致しないシーケンス情報に基づいてダイジェストを
出力しようとした場合のエラー処理として、図１７及び図１８に例示した処理を利用して
もよい。
【０１８３】
　＜第２の実施の形態＞
　図１９に、本発明の第２の実施の形態に係るシステムの全体ブロック図を示す。図１９
に示すシステムが図１に示す第１の実施の形態に係るシステムと異なるのは、ストリーム
放送局３４及びインターネット３６に接続され、ストリームを出力することができるとと
もに、インターネット３６を介して電子メールを所定のあて先に送信することができる端
末装置２６２を新たに含むことと、図１のストリーム出力装置５０に代えて、端末装置２
６２からの電子メールにより指定される外部機器からシーケンス情報をダウンロードして
、そのシーケンス情報により指定されるストリームをシーケンス情報にしたがって出力す
ることができる端末装置２６０を含むこととである。
【０１８４】
　図２０に本実施の形態に係る端末装置２６０のブロック図を示す。図２０において、図
４に示される部品と同一の部品には、同じ参照番号を付する。それらの名称及び機能も同
一である。したがって、ここではそれらについての詳細な説明は繰返さない。なお、以下
の図面において、図１に示すＴＶモニタ５２及びリモートコントローラ５４は、図面を簡
略にするために図示しない。したがって、以下の説明では端末装置とはストリーム出力装
置のことを指す。
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【０１８５】
　図２０に示す端末装置２６０が図４に示すストリーム出力装置５０と異なるのは、ネッ
トワーク部１０４を介して、外部から端末装置２６０に宛てて送信された電子メールを受
信するためのメッセージ受信部２７２、及びメッセージ受信部２７２が受信した電子メー
ルからシーケンス情報を抽出してストリーム選択部１０８に与えるためのシーケンス情報
抽出部２７４を含む点である。
【０１８６】
　メッセージ受信部２７２が受信するメッセージは、電子メール又はインスタントメッセ
ージである。これらのメッセージは予め決められている装置から送信されるのではない。
任意の送信側の機器から、この装置を宛先として電子メール又はインスタントメッセージ
を送ることにより、メッセージ受信部２７２がそのメッセージを受信する。
【０１８７】
　メッセージは通常は日本語、英語等の言語で人間が可読な形で記述されている。シーケ
ンス情報抽出部２７４はそのメッセージの中からシーケンス情報を抽出するためのもので
ある。電子メールではＭＩＭＥと呼ばれるフォーマットで各種データが添付されることが
多い。本実施の形態では、シーケンス情報もこのＭＩＭＥフォーマットで送信される。Ｍ
ＩＭＥの場合、当該シーケンス情報又はシーケンス情報を扱うアプリケーションの名称が
キーとして送信側で付加される。図６の最上段に示したのがそのキーの一例である。図６
の場合、キーは「xtv-digest」である。この場合には同時にデータの境界が示されるため
、データ境界で区切られた部分で該当するキーを持つ部分のデータをシーケンス情報とし
て抽出する。
【０１８８】
　図２１に、端末装置２６２の構成をブロック図形式で示す。図２１を参照して端末装置
２６２は、記録されたストリーム、又は受信されたストリームを外部機器に出力するスト
リームデータ出力部３００と、現在ストリームのどの位置が出力されているのかを特定す
るためのタイマ部３０２とを含む。本実施の形態のタイマ部３０２は、自動的に校正され
るタイプのものである。タイマ部３０２は、記録されたストリームでは、記録開始からの
相対時間（メディア上の時間）を特定し、受信されたストリームの場合には、その番組の
開始からの相対時間を特定する。
【０１８９】
　端末装置２６２はさらに、ユーザとのインタラクションを行なうユーザインタフェース
部３１０と、ユーザインタフェース部３１０によってユーザにより指定された時に出力し
ているストリーム情報を生成するためのシーケンス情報生成部３０４とを含む。ここでは
、シーケンス情報生成部３０４は、放送の場合には、チャネル情報と時間情報が記載され
、さらに出力している時間情報が付加されたストリーム情報を作成し出力する。それらの
情報はシーケンス情報として、例えば図６の形式で作成される。この場合、シーケンス情
報は、図６に示すdigest_startとdigest_endの両方は含んでおらず、代わりに現在のポジ
ションを示す時間又は時刻をdigest_startの項目として含む。これは、現在のポジション
からの続きの再生を指示するダイジェスト情報を作成する場合である。
【０１９０】
　端末装置２６２はさらに、ネットワークで接続された機器との通信を行なうネットワー
ク部３０８と、シーケンス情報生成部３０４で生成された情報をネットワーク部３０８を
介して所定の機器に送信するシーケンス情報送信部３０６とを含む。本実施の形態では、
シーケンス情報送信部３０６及びネットワーク部３０８は、電子メールの添付書類として
シーケンス情報を送信する。送信先は、ユーザインタフェース部３１０を介してユーザに
より指定される。例えば、シーケンス情報が添付された電子メールが、シーケンス情報送
信部３０６、ネットワーク部３０８及びインターネット３６を介して端末装置２６０に送
信される。
【０１９１】
　端末装置２６０は、この電子メールを受信し、添付ファイルからシーケンス情報を抽出
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し、それを解析して、第１の実施の形態と同様にそのシーケンス情報にしたがってストリ
ームを再生する。
【０１９２】
　この第２の実施の形態に係るシステムでは、次のような動作を行なうことが可能である
。例えば、端末装置２６２を用いてストリームを視聴しているユーザが、その途中のある
時点でその時点で出力中のストリームの情報をシーケンス情報として電子メールに添付し
て例えば端末装置２６０に送る。この端末装置２６０は、ネットワーク部１０４及びメッ
セージ受信部２７２でこの電子メールを受信する。シーケンス情報抽出部２７４は、電子
メールの添付ファイルからシーケンス情報を抽出し、ストリーム選択部１０８に与える。
ストリーム選択部１０８は、そのシーケンス情報をストリーム情報記憶部１００に記憶す
る。
【０１９３】
　その後、ユーザがユーザインタフェース部１０２を用いてストリーム情報記憶部１００
に記憶された当該シーケンス情報を呼出し、ストリームの視聴を行なう。
【０１９４】
　この様にして端末装置２６２及び端末装置２６０を用いることにより、端末装置２６２
でユーザが見ていたストリームを、端末装置２６０でストリーム情報に基づいて見直すこ
とができる。シーケンス情報には、ストリームの視聴を中断した時点の時刻情報が入って
いるため、端末装置２６０を用いたユーザは、その時刻から同じストリームの続きを再生
することができる。
【０１９５】
　以上の様に、この第２の実施の形態に係る端末装置２６０では、不特定の外部機器から
送信されてきた電子メール又はインスタントメッセージからシーケンス情報を取得し、そ
の情報を用いて、ストリームを編集できる。例えば、サービス側から、ユーザを指定して
シーケンス情報を送信することが可能である。そのため、サービスプロバイダが、契約を
結んだ特定のユーザに向けて独自の編集をしたシーケンス情報を送り，ユーザは当該シー
ケンス情報にしたがって、提供されるストリーム（ダイジェスト等）を視聴することが可
能になる。
【０１９６】
　また、本実施の形態に係る端末装置２６２を用いると、例えば端末装置２６２で作成さ
れたシーケンス情報を他の端末装置２６０に電子メールで送信し、端末装置２６２でのス
トリームの再生の続きから端末装置２６０で再生することができる。例えば、自宅に設け
られた端末装置から携帯電話に電子メールでシーケンス情報を送信することで、外出中に
携帯電話を用いて当該ストリームの続きを見たりすることができる。この場合、携帯電話
では端末装置２６０で再生されていたストリームとは別の、より低ビットレートのストリ
ームを再生することが必要となるのが一般的である。しかし、ストリームそのものが同じ
データ（データフォーマットが同一）である必要はなく、内容が同じストリームでありさ
えすればよい。
【０１９７】
　本実施の形態では、シーケンス情報をＭＩＭＥとして送信する。しかし、本発明はＭＩ
ＭＥを用いるものに限定されるわけではない。例えば、既に述べたＸＭＬ又はその他の形
式でストリーム情報を記載してもよい。また、メッセージの本文として、直接シーケンス
情報を記載する形にしてもよい。
【０１９８】
　また、本実施の形態では、端末装置２６２から端末装置２６０に送信されるシーケンス
情報は、再生中のストリームの一点の時間である。しかし、本発明はそのような実施の形
態に限定されるわけではない。例えば、ユーザはストリームの最初と最後の時間からなる
区間情報をシーケンス情報として送る様にすることもできる。また、そのような複数の方
法を混在させる様にしてもよい。
【０１９９】
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　また本実施の形態では、タイマ部３０２は、再生の相対時間を特定する。しかし本発明
はそのような実施の形態には限定されない。例えばタイマ部３０２は、放送を特定するた
めの絶対時間（できればグリニッジ標準時をベースにした時間）を特定する様にしてもよ
い。
【０２００】
　＜第３の実施の形態＞
　図２２に本発明の第３の実施の形態に係る端末装置３４０のブロック図を示す。この端
末装置３４０は、第１の実施の形態に係るシステムのストリーム出力装置５０、及び第２
の実施の形態に係る端末装置２６０に相当するものであるが、ストリームにシーケンス情
報を付加しておいたり、又はストリームについての電子的な番組表のようなものを用いた
りすることにより、ストリームを指定しただけで、シーケンス情報を取得することが可能
になるという特徴をもつ。
【０２０１】
　図２２において、図４に示される部品と同一の部品には同一の参照符号及び名称を付し
てある。それらの機能も同一である。したがってそれらについての詳細な説明はここでは
繰返さない。
【０２０２】
　図２２に示される端末装置３４０が図４に示すストリーム出力装置５０と異なるのは、
ストリームを取得するチューナ部３５２と、チューナ部３５２が取得したストリームに関
するストリーム情報を取得するストリーム情報取得部３５６と、ストリームからそのシー
ケンス情報にアクセスするためのアドレスを作成するアドレス付加情報作成部３５８とを
さらに含む点である。またチューナ部３５２の追加に伴い、図４に示すストリーム読出部
１１２に代えて、チューナ部３５２からストリームを受けてストリームデータ出力部１１
８に出力する機能をさらに備えたストリーム読出部３６０を含む点、ストリーム情報取得
部３５６の追加に伴い、図４のストリーム情報記憶部１００に代えて、ストリーム情報取
得部３５６からストリーム情報を受けて記憶する機能をさらに備えたストリーム情報記憶
部３５４を含む点、及び図４のアドレス作成部１１６に代えて、ネットワーク部１０４の
出力及びアドレス付加情報作成部３５８の出力からシーケンス情報を取得するためのアド
レスを作成するためのアドレス作成部３５０を含む点でも両者は異なっている。
【０２０３】
　チューナ部３５２は、本実施の形態では放送サービスを受信するテレビチューナである
。ストリーム情報取得部３５６は、チューナ部３５２によりストリームデータが取得され
たときにそのストリーム情報を取得する。ストリーム情報記憶部３５６が取得したストリ
ーム情報は、ストリーム情報記憶部３５４に記憶される。ストリーム選択部１０８が、こ
のストリーム情報とシーケンス情報取得部１０６が取得したシーケンス情報とを比較する
。
【０２０４】
　アドレス付加情報作成部３５８は、ユーザからの指示により、記録したストリームが指
定されたときに、それに対応するシーケンス情報を取得しやすくするためのものである。
図２３にストリーム情報からアドレス付加情報を作成する例を示す。
【０２０５】
　図２３には、３種類のストリーム情報が示されている。この３種のストリーム情報はそ
れぞれ、図２３の最上段、中段、及び最下段に分けて示されている。各ストリームは、タ
イトル、日付、時間、チャネル、インデックスの情報を含む。
【０２０６】
　例えば最上段は、タイトルが不明、２００３年１月１０日の１９時２分２秒から大阪の
放送局ｍｉＴＶで放送されたストリームを示している。インデックスとして記載された情
報は、記憶されたストリームをアクセスするのに必要な情報である。図２３に示す例では
、インデックスとしては全て「xxxx」と記載されているが、実際のインデックス情報はス
トリームの先頭ポジションを指す情報を保持する。中段は「７時のニュース」という番組
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のストリームに関する情報であり、最下段は地域スポーツのストリームに関する情報であ
る。最下段に示された例では、チャネルのところにＵＲＬが記載されており、ストリーム
は外部機器に記憶されていることが分かる。
【０２０７】
　アドレス付加情報作成部３５８は、このようなストリーム情報に基づいて、シーケンス
情報にアクセスするためのＵＲＬを作成する。例えば、図２３に示す様に、チャネル情報
と、日付と、放映時間とに基づいて当該チャネルのウェブサイトにアクセスする際のＵＲ
Ｌに付加するアドレス付加情報を作成する。このアドレス付加情報を、アドレス作成部３
５０により作成したＵＲＬ（図２３の最上段のストリーム情報の場合には「http：//www.
miTV.co.jp」の部分）に付加することにより、シーケンス情報を取得するアドレスが得ら
れる。図２３の最も下に示されるＵＲＬにおいて、「？」以降の部分が図２３の最上段の
ストリーム情報に対応するアドレス付加情報列である。このＵＲＬにより、もとのストリ
ームに対応したシーケンス情報を取得することができる。
【０２０８】
　例えば、放送局ｍｉＴＶが、自己の放送する番組のシーケンス情報も同時に作成し、そ
のシーケンス情報を自己のウェブサイトに掲示する場合、ユーザがストリームを指定する
ことでダイレクトにシーケンス情報を得ることが可能である。この場合例えば、図２３の
最下段に記載の様に、ストリーム情報からアドレス付加情報を作成することにより、スト
リームを指定しただけで、そのストリームに関するシーケンス情報を取得することが可能
になる。
【０２０９】
　例えばストリームがサッカーの番組であった場合に、２時間弱の放送の中から５分のダ
イジェストを作るシーケンス情報、３０分のダイジェスト、日本代表のハイライトシーン
のダイジェスト、という様にいくつものシーケンス情報が存在する可能性がある。本実施
の形態ではそれらを全て取得する様にしている。
【０２１０】
　この様に記録されたストリームから得られた情報によりアドレスを作成することで、ユ
ーザが指定したストリームに適したシーケンスの取得が容易になる。
【０２１１】
　シーケンサ部１１０では、タイマを保有してそれをベースにシーケンスの制御を行なう
。図６の例の様に絶対時間で再生個所が指定されることがある場合に、外部機器と当該装
置の時間がずれているとシーケンス出力に時間的な誤差が生じる。そのため、シーケンサ
部は自動的に校正されるタイマを保有することが望ましい。校正する方式は、電波で送ら
れる基準時報を用いるものであってもよいし、インターネット上の時間校正プロトコルを
用いるものであってもよい。
【０２１２】
　なおこの第３の実施の形態に係るチューナ部３５２は、テレビチューナである。しかし
、本発明はそのような実施の形態に限定されるわけではない。例えばチューナ部３５２が
、インターネットからストリームを取得するものであってもよい。又はチューナ部３５２
に代えて、ＣＤ、又はＤＶＤの様にパッケージメディアを切替えることにより多くのスト
リームの中から一つを選択できるものであってもよい。ＤＶＤのようなパッケージメディ
アでは、ストリームを取得するところでランダムアクセスが可能であり、したがって図２
２に示すチューナ部３５２とストリーム読出部３６０とは一体であると考えられる。アナ
ログ放送のチューナの場合には、ＭＰＥＧ（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒ
ｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）２等の圧縮形式にエンコードして記憶するのが普通である。データ形
式は時系列のものである限りＭＰＥＧ２，ＭＰＥＧ４，ＭＰ３、又はアナログ等どのよう
なものでもよい。
【０２１３】
　また、本実施の形態の装置では、ストリーム情報記憶部３５６は、チューナ部３５２に
よりストリームデータが取得されたときにそのストリームの情報を取得し記憶する。しか
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し本発明はそのような実施の形態には限定されない。インターネット上で配信される電子
的な番組表等で放送の録画を予約する場合には、その番組表の情報を用いてストリーム情
報を取得してもよい。またＤＶＤ等のパッケージメディアの場合には、パッケージメディ
アの固有の識別情報（ＩＤ）を用いてもよい。
【０２１４】
　なお、本実施の形態では一つの番組に対し複数のシーケンス情報が存在するときにそれ
らを全て取得する様にしているが、取得する前にユーザに選択させる様にしてもよい。ま
た、上記した例ではアドレスにすべての情報を埋め込んでいる。しかし本発明はそのよう
な実施の形態には限定されない。ネットワークに接続されたシーケンス情報を提供する機
器がストリームを特定できる形式であれば、どのような形式でも良い。
【０２１５】
　＜第４の実施の形態＞
　図２４に本発明の第４の実施の形態に係る端末装置３８０のブロック図を示す。図２４
を参照して、端末装置３８０は、図２２に示す端末装置３４０の構成に加えて、ネットワ
ークで接続された外部機器から情報を得て表示データを作成するブラウザ部３９６をさら
に含む。このブラウザ部３９６は、通常ＨＴＭＬで記載されたウェブデータを取得し、表
示情報を作成するインターネットブラウザである。ＶＢＩに送られてきたデータやデジタ
ル放送のデータ放送で送られるデータを表示するブラウザ部であっても構わない。ブラウ
ザ部３９６が追加されたことに伴い、図２２のネットワーク部１０４、シーケンス情報取
得部１０６及びユーザインタフェース部１０２にそれぞれ代えて、ブラウザ部３９６と接
続されたネットワーク部３９０、シーケンス情報取得部３９２、及びユーザインタフェー
ス部３９４を含む点でも端末装置３８０は端末装置３４０と相違する。このブラウザ部３
９６は、通常一般的なインターネットブラウザと同様に、単に表示データを作成するだけ
でなく、ブラウザ用の言語の処理系等をも含んでいる。
【０２１６】
　ネットワーク部３９０で受信されたウェブデータに基づき、ブラウザ部３９６で作成さ
れた表示データは、ストリームデータ出力部１１８を通じて出力される。本実施の形態で
は、ストリームデータ出力部１１８はＴＶモニタに対して映像を出力する。したがってス
トリームデータ出力部１１８は、表示データをアナログのビデオ信号に変換して出力する
。
【０２１７】
　ブラウザを持つことで、シーケンス情報をブラウザから選択することが可能となる。例
えば、インターネット上のサイトでスポーツニュースを提供するサイトを閲覧していて、
かつそのニュースからリンクが張られているシーケンス情報を取得することで、そのシー
ケンス情報に対応してローカルに記憶されているストリームから、シーケンス情報にした
がった出力を行なうということが可能になる。
【０２１８】
　図２５に表示例を示す。図２５の左側にはブラウザ出力の例を示す。この例では、ブラ
ウザはインターネットから得られるスポーツニュースのページ４２０を表示している。こ
のページ中に、「５分間ダイジェスト」と「▽○ゴールシーン」と記載されている部分４
２２、４２４がある。これらの部分がそれぞれ、シーケンス情報の指定部分であり、これ
らの部分にそれぞれのシーケンス情報へのリンクが、アドレス付加情報付のＵＲＬの形で
張られている。この部分をユーザが選択することで、通常のブラウザでウェブページを閲
覧するのと同様の操作でシーケンス情報が取得できる。シーケンス情報は、このスポーツ
ニュースの情報を保有する機器とは違う機器が保有している場合もある。
【０２１９】
　ユーザが「５分間ダイジェスト」と記載された部分４２２を選択するとブラウザ出力か
らローカルに記憶されているストリームの出力４３０（図中右）に切替わり、シーケンス
情報にしたがいストリームが出力される。
【０２２０】
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　以上のような構成とすることにより、ニュース等の情報はインターネットから取得する
が、それに関連する動画は、予めチューナ部３５２を経由して得てストリーム情報記憶部
３５４に記憶しておいたストリームから出力することが可能となる。
【０２２１】
　なお，本実施の形態では、リンクを利用してシーケンス情報をダウンロードした。しか
し本発明は、このような実施の形態には限定されない。例えば、シーケンス情報が単純な
ものであれば、シーケンス情報にリンクを張る代わりに直接ＵＲＬ内にシーケンス情報を
埋め込んでもよい。具体的には、例えばＵＲＬとして、「vtr://localhost/?area=osaka&
sorcech=8ch&starttime=20030630210100&endtime=20030630210420」と記載する。この記
載は、ＶＴＲに既に録画されたコンテンツの中から、大阪の８チャネルで２００３年６月
３０日２１時１分から２１時４分２０秒の間に放送された部分を再生することを指示する
ものである。
【０２２２】
　なお、図２５の「５分間ダイジェスト」等と記載された部分４２２、４２４の様に、シ
ーケンス情報に対応している情報を表示（出力）する場合に、予めそのシーケンス情報に
含まれているストリームが本装置からアクセス可能であるか（すなわちシーケンス情報に
したがった出力ができるかどうか）をチェックして、その結果をブラウザ上で表示するこ
とが望ましい。こうすることで、実際にその情報に対応するシーケンス情報にしたがって
ストリームを出力できる場合には、そのシーケンス情報に対応している情報を選択できる
形式で表示し、該当するストリームがなくて出力できない場合には、シーケンス情報に対
応している情報を選択できない形式で表示することが好ましい。選択できない場合には、
例えば薄い色で表示をする様にしてもよい。
【０２２３】
　図２６は、本実施の形態の端末装置３８０を実現するためのプログラムの制御構造を示
すフローである。図２６において、図９に示されたステップと同じステップには同じ参照
符号を付してある。したがって、それらについての詳細な説明はここでは繰返さない。
【０２２４】
　図２６に示されるフローチャートに追加されている部分は、ステップ２３０の後、外部
機器から得られたデータをブラウザで表示するステップ４６０と、ステップ４６０の表示
に対してユーザが行なった操作の結果、別のウェブページへのリンクが選択されたか、シ
ーケンス情報が選択されたかを判定するステップ４６２とである。ウェブページから別の
ページへのリンクが選択された場合、制御はステップ２３０に戻る。ステップ２３０では
再度アドレスを設定して、新しいデータを取得し、ステップ４６０で新しいページを表示
する。ユーザがシーケンス情報を選択した場合には、制御はステップ２３２に進む。
【０２２５】
　このプログラムは、図９に示したものに加えてさらに、ステップ２４０で該当ストリー
ムが存在すると判定された場合に、今から出力するシーケンスの確認をユーザに対して行
なうステップ４６４と、それに対するユーザの返答にしたがい、当該シーケンスにしたが
ってストリームの出力を行なうか否かを判定するステップ４６６とを含む。ステップ４６
６において、選択されたシーケンスでよいとユーザが指示した場合には制御はステップ２
４４に進む。それ以外の場合には制御はステップ４６０に進む。
【０２２６】
　本実施の形態では、ステップ４６６でユーザに確認を行なうのは、シーケンス情報をダ
ウンロードした直後、そのシーケンス情報にしたがってストリームの出力を実行するとき
の最初、又はストリームを切替えるタイミングにおいてである。この他にも確認を行なう
タイミングは種々あり得る。
【０２２７】
　なお、ステップ４６４でシーケンス情報をユーザに確認した場合、シーケンス情報の出
力が指示された後には、ブラウザからストリーム出力への切替が自動的になされることが
望ましい。また、一旦ストリーム出力を開始した後でも、ストリーム出力を中断し、直前
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又はその近くに表示された、シーケンス情報を選択するブラウザ出力に表示をワンタッチ
で切替えることができるキーを用意することが望ましい。この「ブラウザに戻る」キーを
設定することで、ストリーム出力の途中で違うシーケンスを選択しようとした場合に、ワ
ンタッチで選択画面に移行できる。例えば、図２６のフローチャートでは、ステップ２４
４のストリーム出力のところで、ユーザからの入力に応じてストリーム出力を中断し、ス
テップ３１０のブラウザ出力に戻って直前のＵＲＬを表示することになる。
【０２２８】
　なお、ブラウザはインターネットブラウザに限ることはなく、衛星放送のデータ部分を
解析して表示（出力）するブラウザであっても構わない。
【０２２９】
　さらに、図２６のステップ２４２で行なわれるエラー処理では、外部機器にアクセスし
てエラーに対応する情報を取得しても構わない。例えば、ストリームが存在しない場合に
、品位は低いが同等のストリームを外部機器から取得するという処理を行なってもよい。
そのために、シーケンス情報の中にエラーが起きたときに外部機器にアクセスする情報を
含めておいてもよい。この様にすると、シーケンス情報毎にエラーが発生したときの対応
を変えることが可能になる。
【０２３０】
　なお、本実施の形態では、ストリームデータ出力部１１８は、ブラウザ部３９６の出力
をアナログのビデオ信号に変換する。しかし、本発明はそのような実施の形態には限定さ
れない。ストリームデータ出力部１１８が出力する信号の種類は、表示機器に適合するも
のであれば、どのようなものであってもよい。また、ストリーム出力とブラウザ出力とは
別の種類の信号であってもよい。
【０２３１】
　＜第５の実施の形態＞
　本発明の第５の実施の形態は、ストリームを指定し制御する情報だけでなく、外部機器
の情報を表示するための制御情報も保有するシーケンス情報を扱う。
【０２３２】
　図２７にこの第５の実施の形態で使用されるシーケンス情報を示す。図２７を参照して
、このシーケンス情報は、図６に示すものと比較すると、外部機器が保有する情報を指定
する記述である「url:」という項目を新たに含む。例えば、図２７において「http://」
で始まるＵＲＬがこれに相当する。
【０２３３】
　図２７に示す例では、最初の「digest_start」と「digest_end」との対の次に「url:
10seconds: http://www.soccer-ad.co.jp/daihyou03.html」というＵＲＬが入っている。
したがって、上記した「digest_start」と「digest_end」との対で指定されたストリーム
を出力した後に「http://www.soccer-ad.co.jp/daihyou03.html」で指定されるアドレス
の情報を表示する。なお、ここでは「10seconds」という指定を付けることで、１０秒た
つとシーケンサ部１１０が表示をストリームに切替えることを示している。
【０２３４】
　図２７に示す例では、最後の行にも「url:http://www.soccer-new.co.jp」という記載
がある。この例では、この記載は、ストリームの出力が終われば別の外部機器が保有する
情報を出力することを示している。
【０２３５】
　なお、ここでは外部機器の情報とストリーム情報を完全に切替える例を示した。しかし
本発明はそのような実施の形態には限定されない。例えば、シーケンス情報をより詳細に
記述できる様にして、ストリームと外部機器情報とを同時に出力する様にできる。そのよ
うな構成とすると、柔軟な使い方が可能である。
【０２３６】
　例えば、ストリームを再生中に画面の下の方にテロップとして外部機器から取得した情
報（例えば得点シーンの解説や広告等）を出すことができる。また、画面を分割して外部
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機器からの情報とストリームの両方を出すことができる。ストリームのデコーダが２つ以
上存在する場合には、２つ以上を同時にデコードして１つの出力にまとめて出力すること
も可能である。
【０２３７】
　なお、時間的な動きを含めて各種のメディアを扱う技術としてＳＭＩＬを用いたり、そ
うした言語により記載されたページを表示可能なブラウザを用いて実現したりしてもよい
。
【０２３８】
　さらにこのような記述のシーケンス情報を取得した場合に、外部機器の情報若しくはス
トリームの両方、又はストリームのみのいずれかの出力モードを選択できることが望まし
い。これはシーケンサ部で容易に実現可能である。例えば、ストリームだけを見たい場合
と、ストリームの途中でウェブのニュースを見たい場合との切替を行なうものである。さ
らに、その切替は外部機器からの情報を用いて行なうことも考えられる。例えば、ストリ
ームの間にウェブページとして広告を表示するが、有料サービスを契約するとその広告の
ページを表示しない様に装置が動作する、というような使い方が考えられる。この場合、
サーバから送られたキーの情報を用いることで、ウェブページのアクセスを抑制する（又
はキーを持つことで特別なページにアクセスできる）ことを可能にする。
【０２３９】
　＜第６の実施の形態＞
　図２８に本発明の第６の実施の形態に係るシステム全体像の例を示す。第１～第５の実
施の形態に係るシステムで使用されるサーバ装置は、基本的にはクライアントの要求に応
じて適切なシーケンス情報を送信する、というだけのものである。しかし、本発明のサー
バ装置には、これ以外に様々な機能を追加することができ、それによってシステムが提供
できるサービスをより充実したものにできる。第６の実施の形態は、主としてそうしたサ
ーバ装置の改良に関する。
【０２４０】
　まず、この第６の形態に係るシステムのサーバ装置の特徴について述べる。本実施の形
態に係るサーバ装置の特徴として、主として以下の４つを挙げることができる。第１は、
シーケンス情報とリンクした番組表ページを送信する際に、送信時刻と番組の放映時刻と
の関係を考慮して番組表ページの内容を動的に変更する点である。第２は、クライアント
からサーバ装置に対して、番組の録画の予約を行なえる様にし、録画予約された番組のシ
ーケンス情報が作成されたときに、そのシーケンス情報を当該ユーザに自動的に送信可能
とした点である。第３に、シーケンス情報にビジネス上で有用になる情報（例えば番組内
容と連動した広告及び製品の販売のためのＷｅｂサイトへのリンク情報）等を含ませるこ
とにより、番組と製品・サービスの提供者とが連携できる様にした点である。最後に、そ
の様に番組と製品・サービスとの提供者との連携が行なわれたときに、製品・サービスの
提供者が、番組等の製作者に対して適切な対価を支払うことができるような課金システム
を提供している点である。以下、これらに特徴について順番に説明し、その後に本システ
ムの構成及び動作について説明する。
【０２４１】
　まず、送信時刻と番組の放映時刻との関係を考慮して番組表ページの内容を変更するこ
とについてその概念を説明する。放送を利用してストリームを送信し、そのストリームに
対応するシーケンス情報をネットワークを利用して送信する場合、番組のタイトル、開始
時刻、終了時刻、放送局情報等を含む番組情報とシーケンス情報とをあわせて端末に送信
することが望ましい。この場合、シーケンス情報が放送以前に作成されている場合であっ
ても、番組放送前にはシーケンス情報を送信せず、番組放送後にシーケンス情報が送信さ
れることが望ましい場合がある。これは、端末側でユーザがシーケンス情報を選択した場
合に、番組開始以前にシーケンス情報を端末側が取得した場合でも、端末側でストリーム
データを保持していないため、シーケンス情報に対応するストリームの部分の出力ができ
ないからである。さらに、番組開始後であっても、すぐにはシーケンス情報を送信可能に
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せず、したがってすぐにダイジェストを見ることができない様にサーバ側で制御を行ない
たい場合もある。例えば、有料で契約したクライアントには直ちにシーケンス情報を送る
のに対して、そうした契約をしていないクライアントには１週間後でなければシーケンス
情報を送らない様にする、という場合である。
【０２４２】
　このような場合には、番組表ページ情報を作成するときに、ある番組のシーケンス情報
を送信される番組表ページに含めるかどうかを、番組表ページに対するリクエストがあっ
た時刻と、各番組の放送予定時刻とにより動的に制御することが望ましい。これを制御す
る機能が本実施の形態に係るサーバ装置の第１の特徴である。
【０２４３】
　第２の特徴である、番組予約及び番組予約したユーザに対するシーケンス情報の自動送
信について説明する。シーケンス情報は、多くの場合、スポーツのダイジェストの様に実
況中継された後になって初めて作成される。こうした場合は、ユーザ側はその番組につい
てのシーケンス情報が用意されたかどうかを知るためにはサーバ装置に問い合わせを行な
う必要がある。そうした問合せを逐一行なうのは煩雑な作業である。そこで本実施の形態
のサーバ装置では、ユーザが予め番組の録画を指定しておくと、その番組に対応するシー
ケンス情報がサーバ装置に登録されたときに、当該ユーザの端末にシーケンス情報を自動
的に送る機能を提供している。
【０２４４】
　続いて、第３の特徴である、番組と製品・サービスの提供者との連携について説明する
。最近では、消費者の流行が、番組中であるタレントが着用したもの、又は番組中である
タレントが使用していたもの等により大きく左右される場合がある。そこで、番組中の小
道具として、ある特定の商品等が登場した場合に、その番組の画面からその商品・サービ
ス等の販売を行なっているＷｅｂサイト等にリンクを設定すると、消費者にとっては手軽
にショッピングができ、販売者にとっては番組を広告の様にして商品の拡販を図ることが
できる。本実施の形態のサーバ装置では、そうした機能を提供する様にしている。
【０２４５】
　最後に、課金機能について説明する。上記した番組と製品・サービスの提供者との連携
においては、番組が大きな役割を果たしている。製品・サービスの提供者から見れば、番
組そのものがコマーシャルと同じ機能を果たしている。
【０２４６】
　例えば、放送局がドラマを放映するが、ドラマに登場するカバンは放送局とは独立した
カバンの販売業者が販売する場合を考える。この場合、放送局やドラマ製作会社がそのカ
バンの販売に大きな役割を果たしている。さらに、実際のコンテンツ（本例では番組の一
部）をユーザは見た後にその番組に登場する商品等の購入を決定する。よって、このよう
なシーケンス情報をサーバに記憶させ、ユーザにダウンロードさせる場合に、当該商品等
の販売者が、放送局、ドラマ製作会社、その他の著作権者等にいくらかの使用料を支払う
ことが適切であると考えられる。例えば、シーケンス情報がダウンロードされた回数に応
じて使用料を支払ったりすることが考えられる。
【０２４７】
　もちろん、有料サービスの様に、ユーザが特定されているような場合には、さらにユー
ザの情報を他の管理装置に送信することでさらに有効な販売システムを構築できる。例え
ば、あるドラマであって、その中で俳優の「○△君」のカバンが登場するダイジェスト情
報をダウンロードした人には、別のドラマ中で○△君が着用しているジャケットのシーケ
ンス情報を含む情報をメールで送信する等の販売促進のための方策が可能になる。
【０２４８】
　そこで、本実施の形態のサーバ装置では、上記した様に、ユーザがある商品等を販売す
るＷｅｂサイトへのリンクを含んだシーケンス情報をダウンロードした場合に、製品・サ
ービスの提供者が適切な対価を番組の提供者に支払う助けとなる様に課金機能を設け、課
金情報を課金管理装置に送信する様にしている。サーバ装置では、シーケンス情報がダウ
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ンロードされた回数にしたがって、又は予め決められた課金条件に応じて計算される課金
（支払い）の情報を適切な課金管理装置（サーバ）に送信することとする。
【０２４９】
　－構成－
　以下、本システムの構成について説明する。図２８を参照して、このシステムは、本実
施の形態の核となるサーバ装置４８０と、通信路４８８を介してサーバ装置４８０と接続
可能な、ユーザが使用する端末装置４８４と、同じく通信路４８８を介してサーバ装置４
８０と接続可能な、上記した課金管理を行なうための課金管理装置４９２とを含む。通信
路４８８は典型的にはいわゆるインターネットである。
【０２５０】
　サーバ装置４８０は図１に示すシーケンス情報提供装置３２にほぼ対応する。両者の基
本的機能は同様であるが、サーバ装置４８０の方が上記した機能をさらに備えている点で
両者は相違している。
【０２５１】
　端末装置４８４は、図１及び図４に示す端末装置３８とほぼ同様の構成である。ただし
、本実施の形態では端末装置３８がパッケージメディア４８６を再生する機能を明示的に
有するものとなっている点が図１と異なる。
【０２５２】
　端末装置４８４は、典型的にはパーソナルコンピュータ（以下「ＰＣ」と呼ぶ。）、テ
レビジョン受像機、又は携帯電話である。端末装置４８４は、ＤＶＤ等のパッケージメデ
ィア４８６のドライブを含んでいる。ＤＶＤに変えて、フラッシュメモリ等でもよく、ま
た端末装置４８４とネットワークで接続されている他の機器からストリームを取得するこ
とも可能である。端末装置４８４の構成は、図４に示したものと同様である。
【０２５３】
　図２８を参照して、このシステムはさらに、動画及び音楽等のストリームを端末装置４
８４に届ける放送装置４８２を含む。放送装置４８２は、デジタル/アナログ方式の放送
又はインターネットでのストリーム配信等の媒体４９０を介して端末装置４８４にストリ
ームを配信する。したがって端末装置４８４は、パッケージメディア４８６、及び放送装
置４８２からのストリーム配信のいずれによってもストリームを得ることができる。
【０２５４】
　図２９にサーバ装置４８０の機能ブロック図を示す。図２９を参照して、サーバ装置４
８０は、外部の端末との通信を行なうネットワーク部５００と、サーバ装置４８０の全体
を制御するための制御部５０２と、番組表ページを生成する番組表ページ生成部５０８と
、生成された送信情報（ページ）を一時記憶するページ記憶部５０４とを含む。
【０２５５】
　多くの端末から短時間に送信リクエストが到着する場合には、送信リクエストすべてに
対して同一の処理を行なうのではなくて、番組表ページが生成されて一定時間はこのペー
ジ記憶部５０４に一時的に蓄えられたページを送信することにより、サーバ側の処理を軽
減することが可能である。
【０２５６】
　サーバ装置４８０はさらに、放送される番組情報を記憶する番組情報記憶部５１２を含
む。番組情報記憶部５１２は、地上波テレビ放送の場合、地域毎に、番組タイトル、チャ
ネル情報、放送開始時刻、放送終了時刻等を記憶する。番組情報記憶部５１２に記憶され
た番組情報に基づいて番組表を生成することが可能である。なお、この場合の番組表は、
全チャネルの全番組をカバーするものであってもよいし、単に１番組のみを示すものでも
よい。
【０２５７】
　サーバ装置４８０はさらに、シーケンス情報を記憶したシーケンス情報記憶部５１４と
、現在の時刻を生成するタイマ部５０６と、番組表ページ生成部５０８及び制御部５０２
に接続され、ユーザの指定にしたがって録画予約を行なうための予約情報記憶部５１０と
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を含む。予約情報記憶部５１０に記憶された予約情報は、番組情報記憶部５１２に記憶さ
れた番組情報と同様、番組タイトル、チャネル情報、開始時刻及び終了時刻を含む。この
予約情報は、端末側（例えば端末装置４８４のユーザ）が録画を予約するために使用する
ものである。予約情報は、通常は番組情報記憶部５１２の情報を元に生成される。
【０２５８】
　サーバ装置４８０はさらに、ユーザからの検索リクエストに応じて、検索条件に適合す
る番組と、対応するシーケンス情報とをそれぞれ番組情報記憶部５１２及びシーケンス情
報記憶部５１４から検索するための検索処理部５１６と、ユーザにより録画予約された番
組のシーケンス情報が作成されたときに、そのシーケンス情報をユーザに自動的に送信す
るためのシーケンス情報送信処理部５１８と、シーケンス情報がダウンロードされると、
適切な課金処理を行なうための課金処理部５２０とを含む。
【０２５９】
　図３０にシーケンス情報送信処理部５１８のブロック図を示す。図３０を参照して、シ
ーケンス情報送信処理部５１８は、制御部５０２に接続され、ユーザが録画予約を指定し
た番組情報を記憶するためのユーザ指定情報記憶部５４０と、ユーザ指定情報記憶部５４
０に接続され、ユーザ側の端末のコンタクト先を記憶するためのユーザ情報記憶部５４２
とを含む。コンタクト先は、典型的にはユーザの電子メールアドレスである。
【０２６０】
　シーケンス情報送信処理部５１８はさらに、シーケンス情報が作成されたときにその情
報が登録されるシーケンス情報登録部５４６と、シーケンス情報登録部５４６及びユーザ
指定情報記憶部５４０に接続され、シーケンス情報登録部５４６に登録されたシーケンス
情報に対して、そのシーケンス情報が示す番組を過去に指定したユーザ又は端末をユーザ
指定情報記憶部５４０内から検索するためのユーザ検索部５４４と、ユーザ検索部５４４
により検索されたユーザに対して、シーケンス情報登録部５４６に登録されたシーケンス
情報を制御部５０２及びネットワーク部５００（図２９を参照）を介して送信するための
シーケンス情報送信部５４８とを含む。
【０２６１】
　図３１に、検索処理部５１６のブロック図を示す。図３１を参照して、検索処理部５１
６は、制御部５０２に接続され、端末から送られてきた検索リクエストに対応する番組を
番組情報記憶部５１２に記憶された情報から検索するための検索部５６２と、検索部５６
２により検索された番組に対応するシーケンス情報をシーケンス情報記憶部５１４に記憶
されたシーケンス情報から検索するためのシーケンス情報検索部５６０と、検索部５６２
により検索された番組に関する情報と、シーケンス情報検索部５６０により検索されたシ
ーケンス情報とを合成した検索結果出力を作成し、制御部５０２に与えるための検索結果
出力作成部５６４とを含む。
【０２６２】
　図３２に課金処理部５２０のブロック図を示す。図３２を参照して、課金処理部５２０
は、課金先を特定するための課金先テーブル５８４と、シーケンス情報記憶部５１４に記
憶されているシーケンス情報が端末からのリクエストに応じて端末に送信された場合に、
制御部５０２からの指示によって、課金先を判定するための課金先判定部５８２と、課金
先判定部５８２によって判定された課金先情報に沿って課金情報を記憶するための課金情
報記憶部５８０とを含む。課金情報は１日に１度等の単位で図２８に示す課金管理装置４
９２に送信される。なおここで課金とは、本サーバ装置の管理業者が、シーケンス情報が
指し示す番組の権利保有者（例えば放送局）にその使用料金を支払うためのベースとなる
情報のことである。
【０２６３】
　図３３に、図２９のシーケンス情報記憶部５１４に記録されるシーケンス情報の例を示
す。このシーケンス情報は、図６に示したものと同様である。ただし図３３では、２行目
のストリーム情報のタイトルは、ドラマ「ラッキー」の中の「○△君のカバン」に関する
ものであることを示している。
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【０２６４】
　３行目の「program title」の項目は、既に説明した様にストリームのタイトルを示し
、この例ではドラマ「ラッキー」を示している。
【０２６５】
　その他の点については、図６に示したものと同様である。したがって、ここではそれら
についての詳細な説明は繰返さない。
【０２６６】
　図３３に示されているシーケンス情報から実際に該当するストリームの部分を選択する
手法はメディアによって異なる。ストリームがＭＰＥＧ２規格等のフォーマットにしたが
っている場合には、内蔵するタイムスタンプを逐次読むことでも実現可能であるし、予め
時間と記憶位置の関係のインデックスを作成しておくことでも実現可能である。時間を指
定してシーク・再生する装置へコマンドを発行することで実現しても構わない。なお、Ｍ
ＰＥＧ２等の時間方向の圧縮を行なうデータ形式の場合には、特定の時刻を指定されたと
しても、ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅｓ）等の関係で精密にその時刻から
フレームの再生を開始できない可能性がある。しかし、これをどう処理するかは実装上の
設計に関する問題であり、どのようなものを採用してもよい。
【０２６７】
　図３４に別のシーケンス情報の例を示す。この例は、放送の中のコマーシャルを選択す
るシーケンスである。コマーシャルそのものはユーザが意図して録画することは少なく、
どこに記録されているか意識されないことが多い。また、同じコマーシャルが複数日時又
は複数チャネルで放送されることが多いので、この場合には、シーケンス情報に複数の選
択肢を持たせておくことが望ましい。
【０２６８】
　図３４に示す例では、１行目の矩形領域６１０で示す様に、１行目において「boundary
01」という文字列を区切りのキーワードとして定義し、それ以後の記載をこの文字列（矩
形領域６１２,６１４,６１６及び６１８で示す。）を用いて区切っている。この文字列の
対で囲まれた領域が一つのシーケンス情報を示す。図３４の例では「boundary01」という
文字列により区切られたブロックが３つある。すなわち、選択肢として３つのシーケンス
が準備されている。そして、この３つの選択肢のうち、ブロックの順番にしたがった優先
順位で各シーケンス情報にしたがってストリームの取得を試みる。あるブロックのシーケ
ンス情報で所望のストリームを取得できれば、それ以後のブロックは無視される。したが
って、複数のブロックのうち、いずれか一つがその記載順序にしたがって選択される。
【０２６９】
　図３４の例では、第１のブロック及び第２のブロックにおいて、それぞれ３月１０日と
３月１１日の２つの日に異なるチャネルで放送された同じＣＭを並列して記載している。
さらに３つめのブロックには、ＨＴＭＬのページにアクセスするためのシーケンス情報が
用意されている。これは、第１のブロック及び第２のブロックのいずれに記載されたシー
ケンスも端末から利用できない場合に、デフォルトとしてＨＴＭＬのページを出すことを
指定したものである。
【０２７０】
　この様に複数の候補から一つを選択することで、何度も放送される同じ内容の番組に対
しても、適切なソースにアクセスして再生することが可能である。これは、コマーシャル
以外の場合にも応用できる。例えばケーブルテレビジョン等、同じ番組を何度も再生する
ような放送局からの放送に適用できる。また、大きなニュースがあった場合に、同じ内容
のニュースを複数のニュース番組で放映するような状況において、それらニュース番組の
一つを選択する場合等に適用することも可能である。
【０２７１】
　図３５にストリームの再生と、インターネットの別のコンテンツとを交互に表示する場
合のシーケンス情報の例を示す。９行目のＵＲＬで始まる行は最初のストリームの再生後
にインターネットのコンテンツを１０秒間表示することを示している。この様にすること
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により、ストリームのシーン毎に別の説明を加えることが可能となる。なお、この全体又
は一部がＳＭＩＬで記載されているものであってもよい。
【０２７２】
　図３６及び図３７に、サーバ装置４８０から端末装置４８４に送信される番組表ページ
の例を示す。図３６及び図３７に示す通り、本実施の形態では、番組表ページのリクエス
トがあった時刻と、番組の放送時刻とが比較され、その結果により番組表ページの内容を
変える点に特徴がある。
【０２７３】
　図３６は、ある日の１７時における、同日の１９時近辺の番組表ページである。この場
合、番組の放映が開始されていないので、リンクボタンの表示は［ｙｏｙａｋｕ］となっ
ており、このボタンには録画のための情報がリンクされている。録画情報は、番組の放映
日時、放送ステーション（チャンネル）情報を含んでいる。番組は地方によって異なるの
で、ユーザ又は端末が指定した地方の番組表を作成することが望ましい。
【０２７４】
　図３７は、同日の２２時における同日の１９時近辺の番組表ページである。この場合、
プロ野球とドラマとは既に放映が終了している。さらに、これらについては既にシーケン
ス情報が作成されたものとする。このとき、リンクボタンの表示は［ｉＤｉｇｅｓｔ］と
代わり、このボタンにはシーケンス情報へのリンクが記述されている。
【０２７５】
　図３８に図３２に示す課金先テーブル５８４の例を示す。左側の欄にはシーケンス情報
に含まれるチャネル情報が記載される。右側には課金のためのサーバアクセス情報が記載
される。送信されたシーケンス情報に対して、その中に含まれるチャネル情報を選択し、
それに対応するサーバに課金情報を送る。チャネルだけではなくて、時刻情報を合わせて
参照することで、番組毎に異なるサーバに課金情報を送ることも可能になる。
【０２７６】
　このサーバ装置４８０は、実際にはコンピュータにより実現される。図３９にサーバ装
置４８０のハードウェアブロック図を示す。図３９を参照して、サーバ装置４８０は、こ
のサーバ装置４８０の全体を制御するためのＣＰＵ６００と、ＣＰＵ６００が作業用メモ
リ等に使用するＲＡＭ６０２と、プログラム又はデータの全部又は一部を記憶するための
ＲＯＭ６０４と、プログラム及びデータ等を記憶するための、ハードディスクからなる外
部記憶部６０６と、外部の装置とネットワークを介した双方向通信を提供するためのネッ
トワーク部６０８とを含む。
【０２７７】
　図４０に、本実施の形態に係るシステムのサーバ装置４８０の機能を実現するプログラ
ムの制御の流れをフローチャート形式で示す。図４０を参照して、このプログラムは、端
末装置から送信リクエストを受信するステップ６１８と、当該リクエストを解析して、リ
クエストの内容に応じてステップ６２２，６２４，６２６，６３０，及び６３２に分岐す
るための処理を行なうためのステップ６２０と、番組表ページのリクエストというイベン
トの発生に応答して番組表ページ処理を行なうステップ６２２と、ユーザコンタクト情報
の登録リクエストというイベントの発生に応答してユーザコンタクト情報登録処理を行な
うステップ６２４と、ユーザ指定番組記憶リクエストの発生というイベントに応答してユ
ーザ指定番組記憶処理を行なうステップ６２６と、シーケンス情報のリクエストというイ
ベントの発生に応答して検索処理を行なうステップ６３０とそれ以外の処理を行なうステ
ップ６３２とを含む。なお図４０において、本発明と直接の関連のないリクエストに対す
る処理を行なうステップ６３２の詳細な説明は、図及び記載を簡明にするために省略した
が、当業者であれば容易に実現することが可能である。
【０２７８】
　これらの処理が終了すると制御はステップ６１８に戻る。
【０２７９】
　サーバ装置が実施する処理には、これ以外にシーケンス情報送信のリクエストというイ
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ベントの発生に応答して実行されるシーケンス情報送信処理と、課金情報を送信する処理
とがある。それらについては後述する。
【０２８０】
　図４１に、図４０のステップ６２２で行なわれる番組表ページ処理の詳細なフローチャ
ートを示す。図４１を参照して、番組表ページ処理は、前回の送信リクエストから所定の
時間が経過しているかどうかを判定するステップ６６０を含む。このときの更新時間設定
は、シーケンス情報や番組情報がアップデートされる頻度によって異なるが、１分から１
時間程度である。所定の時間が経過していなければ作成済みで一時記憶されている番組表
ページを送信し（ステップ６８０）、処理を終了する。さもなければ制御はステップ６６
２に進む。
【０２８１】
　ステップ６６２では、今回の送信リクエストに対応して送信する番組表ページ中の番組
を選択する。ステップ６６４では、現在時刻が番組表ページの当該番組の終了時刻より遅
いかどうかを判定する。遅ければ制御はステップ６６６に、さもなければ制御はステップ
６７６に進む。
【０２８２】
　ステップ６７６では、番組終了時刻がまだ到来していないので、当該番組の録画予約を
行なうための録画予約情報ファイルへのリンク先情報を含む情報（録画予約情報）が存在
するかどうかを判定する。存在していれば制御はステップ６７８に進み、さもなければ制
御はステップ６６８に進む。ステップ６７８では、録画予約情報を付加する処理が行なわ
れる。より具体的には、送信する番組表ページの当該番組情報に、選択された録画予約情
報ファイルへのリンクボタンを付加する。この後制御はステップ６６８に進む。ステップ
６６８以後の処理については後述する。
【０２８３】
　一方、ステップ６６４で現在時刻が番組終了時刻より遅いと判定された場合、ステップ
６６６では、番組終了時刻がすでに到来しているので、当該番組表ページ内の当該番組に
対応するシーケンス情報が存在するかどうかを判定する。続くステップ６６７では、当該
番組のシーケンス情報を番組表ページ情報に付加する。具体的には、送信する番組表ペー
ジの当該番組の情報に、選択されたシーケンス情報ファイルへのリンクボタンを付加する
。この後、制御はステップ６６８に進む。
【０２８４】
　ステップ６６８では、今回のリクエストに対応した番組表ページの中の番組が全て処理
されたかどうかを判定する。全て終了したら制御はステップ６７２に進む。さもなければ
次の番組を処理するために制御はステップ６６２に戻る。
【０２８５】
　ステップ６７２では、すべての番組の処理が終わったため、出来上がった番組表ページ
をページ記憶部５０４（図２９参照）に記憶する。この場合に、番組表ページを作成した
時刻を同時に記憶する。続く６７４では、ステップ６７２で記憶された番組表ページを、
リクエストの送信元である端末装置に送信し、処理を終了する。
【０２８６】
　以上の処理では、前回の送信リクエストから所定の時間が経過して初めて番組表ページ
が更新される。しかし本発明はそのような実施の形態には限定されない。例えば、このサ
ーバ装置４８０の管理者又はシーケンス情報の管理者がシーケンス情報を登録したという
イベントが発生したことに応答して、番組表ページを更新する様にしてもよい。また、前
回の送信リクエストから所定の時間が経過したか否かを判定することなく、送信リクエス
トの発生があれば常に番組表ページを作成する様にしてもよい。
【０２８７】
　図４２に、図４０のステップ６２４で行なわれるユーザ登録処理の制御構造をフローチ
ャート形式で示す。図４２を参照して、ユーザ登録処理に先立ち、端末装置のユーザは、
後にシーケンス情報の送付をサーバ装置４８０から受けるための情報をユーザコンタクト
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情報としてサーバ装置４８０にユーザコンタクト情報の登録リクエストとして送信する。
サーバ装置４８０は、このリクエストを受信したというイベントに応答して、送信された
ユーザコンタクト情報を図３０に示すユーザ情報記憶部５４２に記憶する（ステップ７０
０）。このときユーザには次回以降のアクセスのときのためのユーザＩＤ（識別情報）が
発行される場合が多い。以降はユーザはそのユーザＩＤを用いることで、サーバ側でユー
ザのコンタクト情報の特定が可能になる。ユーザのコンタクト情報は例えばメールアドレ
スをユーザが入力することで行なわれる。
【０２８８】
　図４３は、図４０のステップ６２６で行なわれるユーザ指定番組記憶処理のフローチャ
ートである。図４３を参照して、この処理は、ユーザ認証を行なうステップ７２０を含む
。例えば図４２のステップ７００で発行されたユーザＩＤをユーザ又は端末がサーバ装置
４８０に送信することでコンタクト情報が特定できる。別のユーザが別のユーザのユーザ
ＩＤを使用してリクエストを行なう、いわゆる「成りすまし」を防ぐために、端末装置側
から送られたパスワードを用いてユーザＩＤの確認を行ってもよい。
【０２８９】
　この処理はさらに、記憶されている番組情報を端末に送信するステップ７２２と、端末
側に送られてきた番組情報からひとつ又は複数の番組を選択するステップ７２４とを含む
。ステップ７２２で送信される番組情報は、番組表の形でも、単に一つの番組紹介でも、
いずれでもよい。ステップ７２４の処理は、例えば、番組情報をＨＴＭＬで記載し、各番
組に付随して設けられた「登録」のためのＵＲＬにリンクされたリンクボタン又はテキス
トリンクをユーザが押すことで実現できる。
【０２９０】
　このとき、端末側ではユーザが手動で番組を選択してもよいし、番組情報に含まれる出
演者情報、スポーツ、又はドラマ等のジャンルに関する情報と、ユーザの予め登録した好
み情報とをマッチングすることで番組を自動的に指定する様にしてもよい。自動的に指定
する場合、ユーザの端末側では、好み情報にしたがって指定される番組が予め好みにマッ
チする番組として番組情報から選択されて録画されていることが好ましい。端末側で好み
にマッチする番組が録画され、かつ、サーバ側で好みにマッチするシーケンス情報が選択
され送信されることにより、好みを一度ユーザが入力するだけで、端末に当該番組の録画
とシーケンス情報との双方を自動的に取得できる。この場合、シーケンス情報の送信は、
番組の送信及び録画が完了した後に行なう様にすることが望ましい。
【０２９１】
　ステップ７２４の後、ステップ７２４で選択された番組をユーザ情報と対で図３０のユ
ーザ指定情報記憶部５４０に記憶する。
【０２９２】
　図４４は、図４０に示すステップ６３０で行なわれる検索処理のフローチャートである
。ユーザが番組表ページを見てその番組のシーケンス情報を得る様にするだけでなく、番
組を検索によって選択した場合でもその番組のシーケンス情報を得ることが可能であれば
便利である。図４４に示す処理はそうした検索処理を可能にする。この処理に先立ち、ユ
ーザは検索条件を含んだ検索リクエストをサーバ装置４８０に送信してくるものとする。
【０２９３】
　図４４を参照して、検索処理は、端末からのリクエストに含まれる検索条件を得るステ
ップ７６０と、ステップ７６０で取得した検索条件にしたがい、番組情報記憶部５１２内
から検索条件に合致する番組を検索するステップ７６２（図３１の検索部５６２に対応す
る機能）と、ステップ７６２で検索された番組に対応するシーケンス情報をシーケンス情
報記憶部５１４から検索するステップ７６４（図３１のシーケンス情報検索部５６０に対
応する機能）と、端末側の設定等により、ステップ７６４で検索されたシーケンス情報を
接続してひとつのシーケンス情報を作成するステップ７６６とを含む。このステップ７６
６は、検索された番組のシーケンス情報をつなげて、ひとつのシーケンス情報として、検
索された番組を出力するためのものである。この連結されたシーケンス情報を用いると、
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例えば「○△歌手」で検索した場合に、複数の番組の○△歌手の出演しているシーンを連
結して再生することが可能になる。
【０２９４】
　この処理はさらに、ステップ７６２の番組検索の結果とステップ７６４及びステップ７
６６のシーケンス情報検索の結果とを合わせた検索結果を作成するステップ７６８（図３
１の検索結果出力作成部５６４に相当）と、この検索結果を送信するステップ７７０とを
含む。
【０２９５】
　図４５は、シーケンス情報送信処理のフローチャートである。この処理は、ある番組に
ついてシーケンス情報が図３０のシーケンス情報登録部５４６に登録されたというイベン
トが発生したことに応答して実行される。
【０２９６】
　図４５を参照して、この処理は、登録されたシーケンス情報に含まれる番組情報から、
対応番組を選択するステップ７４２と、この対応番組を過去に選択しているユーザを選択
するステップ７４４とを含む。この選択は図４３のステップ７２６で記憶したユーザ情報
と番組情報とを用いて行なう。続いてステップ７４６では、ステップ７４４で選択された
ユーザのコンタクト先に、図３０に示すシーケンス情報登録部５４６により登録されたシ
ーケンス情報を送信し、処理を終了する。
【０２９７】
　ここでは、シーケンス情報が登録された時にシーケンス情報を送信する例を記載したが
、本発明を実施する方法がこれに限定されるわけではない。例えば、一定時間毎に新着の
シーケンス情報があるかどうかを調べる処理を行ない、新着のシーケンス情報が発見され
るごとに実行してもよい。
【０２９８】
　さて、上記の様にしてユーザの望むシーケンス情報をサーバ装置４８０からユーザの端
末装置に送信した場合、ユーザはこのシーケンス情報にしたがって、録画されたストリー
ムを再生して楽しむことになる。シーケンス情報内に前述した様に商品等を提供するＷｅ
ｂサイトへのリンク情報が含まれている場合には、シーケンス情報を保有するサーバの事
業者は、録画されたコンテンツを用いてビジネスを円滑に推進することが可能になる。し
たがってこのとき、こうした事業者がストリームの権利保持者に対して何らかの対価を支
払うことが妥当である。そこで、シーケンス情報がユーザに送信された場合、当該シーケ
ンス情報を保有した事業者に関する課金情報を算出し、図２８に示す課金管理装置４９２
に送信することが必要である。
【０２９９】
　図４６にこのための課金情報送信フローを示す。図４６を参照して、この処理は、端末
装置に対してシーケンス情報が送信されたというイベントの発生に応答して起動される。
この処理は、送信されたシーケンス情報に含まれる情報を用い、図３２及び図３８に示さ
れる課金先テーブル５８４を参照することで課金先を判定するステップ７９４を含む。こ
の場合、課金情報を送るサーバアドレスを決定することになる。
【０３００】
　続くステップ７９６では、課金先毎に管理されている課金情報に対して、今回送信した
シーケンス情報に関する情報を加え、更新する。具体的には、シーケンス情報がダウンロ
ードされた数をカウントアップする。この後、ステップ７９８で課金情報をストリームの
権利保有者のサーバに対して送信する。本実施の形態では、課金情報はシーケンス情報を
送信する毎に送る。ただし、課金情報は所定のタイミングで一括して各サーバに送信して
もよい。
【０３０１】
　－動作－
　このシステムは以下の様に動作する。まず、ユーザがシーケンス情報の一覧又はシーケ
ンス情報へのリンクを含む番組表ページを閲覧し、そこからシーケンス情報を選択する、
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という通常の動作について説明する。
【０３０２】
　図４７にこの場合のサーバ装置４８０と端末装置のフローと通信の例を示す。図中左側
が端末装置の処理を示すフローで、右側がサーバ装置の処理を示すフローである。まず、
端末側のステップ８１０で、ストリームの取得が行なわれる。典型的には放送の録画、又
はパッケージメディアの当該メディアのためのドライブへのセットである。ストリームデ
ータをネットワークにアクセスして随時取得する場合には、この部分は必要がない場合も
ある。
【０３０３】
　続いて端末装置では、サーバ装置４８０に対して送信リクエストを送信する（ステップ
８１２）。このリクエストに対して、サーバ装置４８０はステップ８４０でコンテンツを
当該端末に送信する。このコンテンツは通常ＨＴＭＬ等の言語で書かれた情報である。多
くの場合、それに付随して静止画、動画データ等がＨＴＴＰ等のプロトコルで端末装置に
対して送信される。
【０３０４】
　なお、このコンテンツには、端末側でアクセス可能なストリームを再生するためのシー
ケンス情報へのリンクが含まれる。リンクとは例えばＵＲＬで記載されるアクセス情報で
あり、当該アクセス情報にしたがえばシーケンス情報を入手することが可能な情報である
。
【０３０５】
　続いて端末装置は、ステップ８１４において、サーバ装置４８０から送信されたコンテ
ンツを表示する。同時に音楽等のマルチメディアのデータが再生されることもある。端末
側では、続くステップ８１６で、ステップ８１４で表示されたコンテンツの中で、端末か
らアクセス可能なストリームに対してのシーケンス情報に対するリンクをユーザが選択す
る。この選択によりサーバ装置４８０に当該シーケンス情報に対するリクエストが送信さ
れる。
【０３０６】
　サーバは、このリクエストに対してステップ８４２でシーケンス情報を端末装置に送信
する。
【０３０７】
　端末側では、ステップ８１８でこの情報を取得する。さらに、ステップ８２０ではステ
ップ８１８で取得された情報に基づき、ステップ８１０で用意されたストリームを再生す
る。再生されるストリームはビデオの場合もあるし、音楽の場合もある。ストリームの再
生が終了すると、ステップ８２２においてインターネットに再度アクセスが行なわれる。
すなわち、サーバ装置に対して、ステップ８１８で取得されたシーケンス情報において、
ダイジェスト出力の完了後に指定されているコンテンツのリクエストが送信される。
【０３０８】
　サーバ装置は、ステップ８４４でこのリクエストの受信というイベントに応答して、指
定されたコンテンツを端末装置に送信する。このコンテンツには、ストリームそのものが
含まれていてもよいし、ストリームに出てくる情報や商品に関する情報若しくはそうした
情報へのリンクが含まれていてもよいし、又はそれら商品等の販売情報若しくは販売情報
へのリンクが含まれていてもよい。
【０３０９】
　なお、ステップ８１４のコンテンツ取得、表示において、同時にステップ８１６及び８
１８の処理で取得されているシーケンス情報を取得してもよい。さらに、ステップ８１２
、８１４及び８１６を省略し、サーバ装置が端末装置からのリクエストなしにシーケンス
情報を端末装置に送信する様にしてもよい。
【０３１０】
　このために、例えばシーケンス情報を電子メールで送信すること等が考えられる。この
方法は、前述のシーケンス情報送信処理に相当する。
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【０３１１】
　なお、この例では、ストリームの再生が終わると、ステップ８２２で新しいインターネ
ットコンテンツの送信をリクエストしたが、当然ストリームの再生前の表示に戻ってもよ
い。また、ストリームのシーケンス情報のリンクと共に、商品の広告・販売情報が最初か
ら表示される様にしてもよい。
【０３１２】
　図４８は図４７に示した動作フローにしたがって端末装置及びサーバ装置４８０が動作
した場合の画面表示等を説明するための図である。この例では、図４７のステップ８１０
の処理は完了済みであることが想定されている。図４８の中段には、端末装置４８４にお
ける表示例を示している。
【０３１３】
　画面９００は、ステップ８１４が完了した後の表示例を示す。この例ではテレビ放送で
ドラマ「ラッキー」がすでに放映され、その録画が済んでおり、ストリームとして端末装
置のストリームデータ記憶部１１４（図４参照）に記憶した後の状況を想定している。ま
た、このユーザはそのドラマに関するＷｅｂページを見ているものと想定する。
【０３１４】
　図４８を参照して、画面９００の右下には「ラッキーのシーンを見る」というリンク情
報９０６がある。このリンクを選択すると対応するシーケンス情報がサーバ装置４８０か
ら端末装置に送信される。なおこのシーケンス情報は、この例では画面９００のコンテン
ツを保有するサーバにあるものとするが、別のサーバ装置にあってもよい。Ｗｅｂの場合
には、シーケンス情報の要求はＵＲＬで指定されることが一般的である。
【０３１５】
　このリンクを選択し、シーケンス情報が端末装置に送信された後の端末装置での表示例
を画面９０２に示す。これは図４７のステップ８２０での表示状態を示している。すなわ
ち、ユーザが画面９００の右下のリンク情報９０６に対応するシーケンス情報を選択し、
端末装置がサーバ装置４８０からこのシーケンス情報を取得すると、端末装置は、自己が
ストリームデータ記憶部１１４（図４参照）に記憶しているストリーム９１０（この場合
にはテレビの録画）の中から、取得されたシーケンス情報で指定された部分９１２を選択
して再生する。この例ではストリームの中から「○△君がカバンを持っているシーン」が
表示されていることを示している。
【０３１６】
　シーケンス情報にしたがったストリームの再生が終了すると、図４７のステップ８２２
及びステップ８２４が実行され、表示は図４８の画面９０４に示される様になる。この例
では、カバンの商品情報が含まれたＷｅｂページが表示されている。そしてこのページの
リンクの先には販売システムが存在している。そうした販売システムは特表平９－５００
４７０号公報等、従来の技術を用いて実現できる。
【０３１７】
　この例では、画面９００のリンク情報９０６を選択すると自動的にＷｅｂページから映
像再生画面に変わり、映像の再生が終わると自動的にＷｅｂページの表示に切替える。こ
の様にすることにより、リンク情報を選択することにより、ユーザがそれ以後特別な作業
を行なうことなく、一連の映像が楽しめ、さらに関連の商品を容易に入手することができ
る様になり、便利である。
【０３１８】
　別の端末の実装としては、図４９に示される様に、ストリームの再生９３０と、Ｗｅｂ
コンテンツの表示９３２とを同時に行なう様にしてもよい。
【０３１９】
　次に、予めユーザが録画予約をしておき、録画予約された番組のシーケンス情報が登録
されたときに自動的にユーザの端末装置に当該シーケンス情報を送信する際の端末装置及
びサーバ装置の動作について説明する。
【０３２０】
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　この処理に先立って、まずユーザは自分のコンタクト情報を図３０に示すユーザ情報記
憶部５４２に登録する。登録のための画面はＨＴＭＬ書類としてＷｅｂサーバによりユー
ザの端末装置に配信する。その画面から送信されてくる情報を用いて、図４０のステップ
６２４でユーザ情報記憶部５４２に当該ユーザのコンタクト情報を記録する。
【０３２１】
　次に、ユーザが録画予約をする。本実施の形態では、録画予約のための画面をＨＴＭＬ
書類としてＷｅｂサーバによりユーザの端末装置に配信し、その画面から送信されてくる
録画予約情報を、図４０のステップ６２６で行なわれるユーザ指定番組記憶処理６２６に
よって図３０のユーザ指定情報記憶部５４０に登録する。
【０３２２】
　なお、本実施の形態の説明では詳細には述べないが、このユーザ指定情報記憶部５４０
に登録された番組については、自動的にユーザの端末装置で録画されるような機能をサー
バ装置及び端末装置に設けることが想定されている。
【０３２３】
　指定された番組の放映が終了すると、通常はこのサーバ装置４８０の管理者によって、
当該番組のシーケンス情報が作成される。例えば野球、サッカー、ラグビー、相撲、テニ
ス等のスポーツ中継の場合にはハイライトシーンからなるダイジェストを実現するシーケ
ンス情報等である。シーケンス情報が作成されるとそのシーケンス情報は図２９に示すシ
ーケンス情報記憶部５１４に与えられ記憶される。このシーケンス情報記憶部５１４に番
組のシーケンス情報が記憶されたという情報が、シーケンス情報登録部５４６に与えられ
、ユーザに送信すべきシーケンス情報として登録される。
【０３２４】
　ユーザ検索部５４４は、シーケンス情報登録部５４６によって登録されたシーケンス情
報の録画予約をしたユーザがいるか否かをユーザ指定情報記憶部５４０から検索する。そ
うしたユーザがいる場合、そのユーザのコンタクト情報（電子メールアドレス）をユーザ
情報記憶部５４２から読出し、シーケンス情報送信部５４８に与える。
【０３２５】
　シーケンス情報送信部５４８は、ユーザ検索部５４４から与えられたユーザの電子メー
ルアドレスに、シーケンス情報登録部５４６によって登録されたシーケンス情報を送信す
る。
【０３２６】
　ユーザは、この電子メールを受信することにより、自分の端末装置に録画したストリー
ムについて準備された最新のシーケンス情報を受取ることができる。そのシーケンス情報
を選択することで、録画したストリームのダイジェストを楽しむことができる。
【０３２７】
　次に、検索によるシーケンス情報の取得時の端末装置とサーバ装置との動作について説
明する。図５０及び図５１に、検索によるシーケンス情報の取得の例を示す。本実施の形
態では、検索のための画面を実現するＨＴＭＬ書類をサーバ装置に準備しておき、ユーザ
からのリクエストに応じてその画面を端末装置に送信する。この動作は通常のＷｅｂサー
バにより容易に実現できる。
【０３２８】
　図５０の画面９５０はその様にして送信されたＨＴＭＬ書類をブラウザで表示すること
により実現される、番組検索のためのユーザ提示画面である。この例は、タイトル、ジャ
ンル、出演者、キーワード等の全部一致、又は部分一致等、一般的に知られている検索手
法で番組を検索するための表示例である。
【０３２９】
　この画面９５０の検索フィールドに所望のキーワードを入力して端末装置からサーバ装
置４８０に送信する。図３１を参照して、サーバ装置４８０の検索部５６２がこの情報を
受け取り、番組情報記憶部５１２（図３０参照）の中で該当する番組を検索する。さらに
、検索された番組に対応するシーケンス情報をシーケンス情報検索部５６０がシーケンス



(48) JP 5017352 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

情報記憶部５１４（図３０参照）から検索する。検索結果出力作成部５６４がこれら検索
結果を合成し、検索結果として制御部５０２に与える。制御部５０２がこの検索結果を端
末装置に送信し、端末装置がこの検索結果を表示する。
【０３３０】
　図５１に示す画面９６０は、図５０に示す画面９５０に対して出演者「○△タクヤ」で
検索をした場合に、端末装置に表示される検索結果画面の例である。ここでは、俳優であ
る「○△タクヤ」が出演した番組又はＣＭが、その放送時間、チャネル情報、及びタイト
ル情報と共に表示される。
【０３３１】
　図５１において、検索された番組の４段目に「ＴＶ９他」の様に「他」という記載があ
る。これは、ＣＭの場合、何度も放映されるため、放送日時及びチャネルとしては、その
代表的な時間及びチャネルのみを示したものであり、他の放送日時又はチャネルでもＣＭ
が放映されていることを示している。放送だけではなく、インターネット上のストリーム
コンテンツが検索対象に含まれていてもよい。
【０３３２】
　図５１の検索結果の一番右に示されている「ｉＤｉｇｅｓｔ」というボタンは、シーケ
ンス情報をダウンロードするためのボタンである。このボタンには、それぞれ対応のシー
ケンス情報へのリンクが埋め込まれており、このボタンを押せば、それぞれ対応のシーケ
ンス情報がダウンロードされる。なお、第４番目のＣＭの様に複数の放映が存在する場合
には、図３４に記載した様に、それぞれに対応するシーケンス情報を並列して記載する様
にし、再生時には優先順位にしたがってストリームを取得することが望ましい。
【０３３３】
　なお、本実施の形態では、検索のために図５０に示すような検索画面をユーザに提示す
る様にしている。これは、例えばサーバ装置で予め検索のためのＨＴＭＬ画面を準備し、
それを端末装置に送信することで実現できる。
【０３３４】
　ただし、特にユーザにこのような画面を提示しなければならないわけではない。単に端
末側から所定のフォーマットにしたがって送られてきた検索リクエストに応じてシーケン
ス情報を送るということも考えられる。検索リクエストを端末がサーバ装置へ送信して、
適宜、シーケンス情報をダウンロードする場合がこのような例である。このような例では
、端末側でユーザが何らかのキーワードを入れておくだけで、シーケンス情報がダウンロ
ードされているということが実現できる。
【０３３５】
　上記した様にシーケンス情報がダウンロードされるたびに、課金処理部５２０によりし
かるべき課金先の課金情報が更新され、課金サーバに課金情報として送信される。
【０３３６】
　なお、上記した各実施の形態では、番組が当該システムにおける操作のための単位であ
り、ダイジェストは一つの番組内のいくつかのシーンを抽出しつなぎ合わせたものとして
説明した。しかし本発明はそうした実施の形態に限定されるわけではない。例えば、番組
の集合を操作の単位とし、その中の一つの番組を上の実施の形態で説明したダイジェスト
として取り扱うこともできる。また、ダイジェストを単に番組そのものとすることもでき
る。これらの場合には、ダイジェストの選択は単に番組の選択、又は複数の番組をつなぎ
合わせたものとなる。
【０３３７】
　また、上記した実施の形態では、シーケンス情報からストリームを選択する場合につい
て、特に問題となるような状況は想定していない。しかし、実際には例えばシーケンス情
報にしたがった再生のために必要なストリームが全て端末装置にローカルに保存されてい
る場合だけではない。例えば、必要なストリームのうち一部のみがローカルに保存されて
いたり、ストリーム自体はあるが、必要な部分が全く保存されていなかったりする場合も
あり得る。こうした場合を想定して端末装置を構成することも必要である。
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【０３３８】
　例えば、ストリームの一部しかローカルに利用できないときには、利用可能な部分のみ
を再生する様にし、最初にユーザに対して再生不可能な部分について警告する、という方
法が考えられる。ストリームが利用可能な部分を全く含まないときには、図２６のステッ
プ２４２のエラー処理に飛ぶ様にすればよい。
【０３３９】
　また、上記した実施の形態では、シーケンス情報にしたがって端末装置でダイジェスト
を再生する場合を想定している。しかし、シーケンス情報の用途はそのようなものには限
定されない。例えば、ダイジェストだけを端末装置とは別の装置、例えば携帯電話等持ち
運ぶことが可能なものにダビングする際に、選択されたシーンのみをダビングする様にシ
ーケンス情報を利用することが可能である。例えば、メモリカードにダイジェストをダビ
ングし、当該メモリカードを携帯電話に装着する、という用途が考えられる。この場合に
は、携帯電話等、再生する装置の画面の大きさを考えて適切なサイズの画像に同時に変換
することが有効である。データフォーマットの変換も同時に行なえばさらに好ましい。こ
の様に複数のシーンからなるダイジェストのダビングでは、シーンとシーンとの間に、シ
ーンの切れ目であることが分かるような表示を入れることが好ましい。
【０３４０】
　なお、上記した実施の形態では、シーケンス情報はＷｅｂ経由で端末装置に送信するこ
とを想定している。しかし、本発明はそのような実施の形態に限定されるわけではない。
例えば、番組のテレビジョン信号の垂直帰線期間又はデジタル放送のデータ区間でシーケ
ンス情報を送信する様にしてもよい。
【０３４１】
　以上の様に本実施の形態によれば、シーケンス情報とは、ストリームデータのどの部分
をどの順番でどのように再生するかを指定するための情報である。一方、ストリームデー
タは、例えばハードディスクなどの記憶媒体に記録された録画映像である。両者の内容は
時間情報等によって互いに関連付けられているが、両者は互いに独立して移動可能でもあ
る。
【０３４２】
　通常、ストリームデータの一部分を切出すためには、その開始時刻と終了時刻とを指定
する必要がある。しかし本実施の形態にかかるシーケンス情報では、それら時刻の基準と
して、ストリームデータの放送時刻を採用している。この結果、シーケンス情報に基づい
て例えば番組の一部を切出す場合でも、録画開始時刻、録画終了時刻、番組全体が記録さ
れているか否か、記録時にどの程度のビットレートで記録されているか、などについて特
に配慮する必要がない。故に、シーケンス情報によるストリームデータの再生が視聴者の
環境に左右されることはない。その結果、シーケンス情報の再生に特定の条件をつける必
要がなく、シーケンス情報を広く配信することができる。
【０３４３】
　例えば、ストリームデータを記憶する装置においてシーケンス情報を外部機器から取得
することにより、ストリームデータのダイジェスト等を容易に出力することが可能となる
。ストリームデータによる映像配信のサービスにおいて、当該ストリームデータに関する
シーケンス情報をユーザ以外のサービスプロバイダが作成し提供することで、通常のユー
ザは単にそのシーケンス情報を取得するだけで、容易にいつでもストリームデータのダイ
ジェスト（又は適宜に編集されたストリームデータ）を楽しむことが可能になる。
【０３４４】
　また、アドレスを指定して異なるサービスプロバイダの装置に接続できるので、複数の
サービスプロバイダが作成するシーケンス情報から所望のシーケンス情報を選択して取得
することが可能になる。
【０３４５】
　また、本実施の形態では、シーンを構成する素材はストリームデータだけではなく、シ
ーケンス情報に埋め込まれた文字列、静止画、又はインターネット上の情報など、シーケ
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ンス情報の再生時に種々の手段で入手可能なものを全て含み得る。すなわち、シーケンス
情報は多様なメディアと連携することが可能である。その結果、ストリームデータの一部
分だけを切り貼りして再生するものと比較して、出来上がる映像に文字などのより多くの
情報を含ませ、分かりやすいものとすることが可能となる。
【０３４６】
　インターネットの情報（ウェブ）と映像とを、シーケンス情報によって制御することも
容易になる。これにより映像のダイジェストに付加的な説明をインターネットから情報を
取得して表示すること、又は映像の間にインターネットから得た広告情報を表示すること
が可能になる。
【０３４７】
　また、現在ユーザが見ているストリームデータの情報をシーケンス情報として生成して
他の機器に送ることができる。あるストリームデータをテレビジョンで見ていたユーザが
続きを携帯電話で見るような場合に、続きの情報をシーケンス情報としてテレビジョンか
ら携帯電話に送ることが可能になる。これは、例えばストリームデータがインターネット
に存在する場合に、より有効になる。同様に、ユーザとは異なるサービスプロバイダがシ
ーケンス情報をユーザに送り、ユーザはそのシーケンス情報にしたがってストリームデー
タを見る、という使い方もできる。これにより、個々のユーザがストリームデータを全て
見ることなく、サービスプロバイダが選択した部分のみを見ることにより、必要な情報を
手早く入手することが可能になる。
【０３４８】
　上記したように、シーケンス情報とストリームデータとが独立であること、シーケンス
情報は多様なメディアとの連携が可能であること、という特徴により、本実施の形態のシ
ーケンス情報はより高い表現力を実現できる。一方で、例えば録画されていないポイント
をシーケンス情報が指定するというエラーに対処するため、上記実施の形態に係るシーケ
ンス情報では、エラー処理を指定することもできる。例えば、利用可能でないストリーム
データがシーケンス情報で指定された場合には、特定の文字列を指定したり、所定のＵＲ
Ｌから情報を取り寄せて表示したり、という多様なエラー処理を行なうことができる。そ
の結果、シーケンス情報とストリーム情報との独立性をより高め、より表現力の高い映像
再生を実現できる。
【０３４９】
　今回開示された実施の形態は単に例示であって、本発明が上記した実施の形態のみに制
限されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の記載を参酌した上で、特許
請求の範囲の各請求項によって示され、そこに記載された文言と均等の意味及び範囲内で
のすべての変更を含む。
【産業上の利用可能性】
【０３５０】
　以上のように本発明は、多様なメディアにより提供される多くの種類の情報を、一般の
コンシューマを含めた多様な人々がそれぞれの好み又は必要に応じた多様な形で容易に利
用することを可能にする。その結果、本発明は、一般のコンシューマ向けの映像又は音声
再生装置に利用することが可能である。また本発明によれば、一般のコンシューマが情報
を再生する際に利用可能なシーケンス情報の流通を促すことができる。その結果、そうし
たシーケンス情報の作成を行なったり、コンシューマにシーケンス情報を提供したりする
産業に本発明を利用することができる。
【符号の説明】
【０３５１】
　３０　ストリーム送信装置、３２　シーケンス情報提供装置、３４　ストリーム放送局
、３８、２６０、２６２、４８４　端末装置、５０　ストリーム出力装置、５２　ＴＶモ
ニタ、５４　リモートコントローラ、６０　記憶媒体、１００、３５４　ストリーム情報
記憶部、１０２、３１０、３９４　ユーザインタフェース部、１０４、１５０、３０８、
３９０　ネットワーク部、１０６、３９２　シーケンス情報取得部、１０８　ストリーム
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選択部、１１０　シーケンサ部、１１２、３６０　ストリーム読出部、１１４　ストリー
ムデータ記憶部、１１６　アドレス作成部、１１８、３００　ストリームデータ出力部、
１５２　制御部、１５４　ページ記憶部、１５６　番組表ページ生成部、１５８、５１２
　番組情報記憶部、１６０、５１４　シーケンス情報記憶部、２７２　メッセージ受信部
、２７４　シーケンス情報抽出部、３０２　タイマ部、３０４　シーケンス情報生成部、
３０６　シーケンス情報送信部、３５０　アドレス作成部、３５２　チューナ部、３５６
　ストリーム情報取得部、３５８　アドレス付加情報作成部、３９６　ブラウザ部、４８
０　サーバ装置、４８２　放送装置、４８６　パッケージメディア、４９２　課金管理装
置、５００　ネットワーク部、５０２　制御部、５０４　ページ記憶部、５０６　タイマ
部、５０８　番組表ページ生成部、５１０　予約情報記憶部、５１６　検索処理部、５１
８　シーケンス情報送信処理部、５２０　課金処理部、５４０　ユーザ指定情報記憶部、
５４２　ユーザ情報記憶部、５４４　ユーザ検索部、５４６　シーケンス情報登録部、５
４８　シーケンス情報送信部、５６０　シーケンス情報検索部、５６２　検索部、５６４
　検索結果出力作成部、５８０　課金情報記憶部、５８２　課金先判定部、５８４　課金
先テーブル、１０５０　ネットワークデータ読出部、１０５２　文字画面作成部、１０５
４　データ選択部
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